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第１回西普天間住宅地区における国際医療拠点の形成に関する協議会
子ども霞が関見学デー
第54次沖縄豆記者団等による表敬訪問・取材活動

局の動き
［財　務　部］　金融行政に係る関係機関との連携
［財　務　部］　「津波時における一時避難施設としての使用に関する協定書」に係る調印式
［財　務　部］　「新県立八重山病院建設予定地」に係る国有地の売買契約調印式
［農林水産部］　小中学生向け夏休み野外学習会
［農林水産部］　食育講演会
［農林水産部］　沖縄パインのパネル展
［経済産業部］　新たな機能性表示制度に係る説明会
［経済産業部］　沖縄産業立地・地域活性化推進協議会の総会
［経済産業部］　沖縄 PPP/PFI セミナー
［開発建設部］　国道331号　中山改良全線開通
［開発建設部］　平成26年度 開発建設部所管優良業者等表彰式

子どもたちの頑張りが地域に好循環を
コープおきなわ　理事長スタッフ　石原　　修

平成26年度 沖縄農林水産業の情勢報告

管内経済情勢報告（平成27年７月）

めざせ成約！商談を成功に導く輸出戦略セミナー

RESAS 地域経済分析システム

沖縄渇水対策連絡協議会

沖縄における不発弾対策の取組み

自賠責制度ＰＲ月間について

『海の月間』について

中学生を対象とした実習船での「体験学習」

人事異動

温故知新
特別に許されたお墓

ヤンバルクイナ
（国頭村）

　ヤンバルクイナは、美し
いしま模様と真っ赤なく
ちばし、目、足が特徴の、
日本で唯一飛べない鳥で
す。世界中で沖縄県北部の
やんばる（山原）地域だ
けに生息しており、1981
年に新種として発見され、
その後、国の天然記念物に
指定されました。ヤンバル
クイナは主に林内を歩き
回ってミミズ類や昆虫な
どを食べますが、道路に出
て餌を探す様子も観察さ
れます。
　近年では、マングース
等による捕食や交通事故
（ロードキル）、森林伐採等
による生息地減少を背景
に、その生息数は非常に少
なく、絶滅危惧種にも指定
されています。

撮影：農林水産部土地改良課
石川　聡子

表紙写真

群星（むりぶし）とは、沖縄の方言で「昴星（すばる）」のことで「ぶりぶし」、「むるぶし」とも呼ばれています。本誌タイトルについて
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折れた骨を支えるための
添え木になるものを用意する。

折れた骨の両側の関節と添え
木を布などで結び固定する。

三角巾やビニール袋などをつかって、固定した腕をより安定
させるために、つり下げている布を胸にしばりつける。

＜抜粋・引用：広報誌「ぼうさい」（内閣府防災担当）＞　＜イラスト：（ｃ）文平銀座＋NPO法人プラス・アーツ＞
＜情報提供元：NPO法人プラス・アーツ　http://www.plus-arts.net　その他の防災知識に関する情報は「地震 ITSUMO.com」をご覧ください。＞

身近な防災対策　❸　　応急手当（後編）
　今回は、応急手当の２回目です。前回に引き続き、災害時に応急手当の道具が不足した場合に備えて、身の回りにある生活雑貨でできる応急手当を紹
介します。

「添え木」や「ギプス」などの専門の道具の代わりに使用するのが、「折り畳み傘」や「雑誌」、「新聞紙（朝刊１日分程度）」などです。また、骨折箇所
の固定でも「大判ハンカチ」や「ネクタイ」などが役立ちます。固定された手を首からつるのに使えるのが大きめの「レジ袋」です。

❶ ❷ ❸

● 骨折の手当の方法
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子どもたちの頑張りが
地域に好循環を

コープおきなわ
理事長スタッフ　石 原　　修

　

今
年
の
３
月
か
ら
、
内
閣
府
認
定
の
「
地

域
活
性
化
伝
道
師
」
に
任
命
し
て
頂
き
ま
し

た
。
力
量
不
足
で
す
が
、
私
の
さ
さ
や
か
な

取
り
組
み
を
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
10
余
の
市
町
村
と
20
数
品
目
の

「
地
域
お
こ
し
商
品
」
の
開
発
を
行
い
、
累

計
の
売
り
上
げ
は
10
億
円
を
超
え
て
い
ま

す
。

　

商
品
開
発
に
あ
た
っ
て
は
、「
様
々
な
関

係
者
が
長
所
を
持
ち
寄
る
主
体
的
な
参
加
の

仕
組
み
を
構
築
」
す
る
こ
と
を
意
識
し
、
そ

の
た
め
に
、
①
様
々
な
団
体
が
商
品
開
発
に

関
わ
る
場
づ
く
り
、
②
商
品
の
権
利
を
地
域

が
持
つ
こ
と
の
２
点
を
中
心
に
す
す
め
て
き

ま
し
た
。
そ
の
結
果
と
し
て
、「
地
域
で
の

主
体
的
な
交
流
」
や
「
経
済
的
メ
リ
ッ
ト
を

生
み
出
す
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
が
う
ま
れ
、
売

り
上
げ
の
一
部
は
地
域
の
困
り
ご
と
の
解
決

に
役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

伊
平
屋
村
で
は
、
数
年
前
に
起
こ
っ
た
黒

糖
の
販
売
不
振
に
よ
る
在
庫
過
多
の
問
題
解

決
に
向
け
て
、
伊
平
屋
元
気
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
チ
ー
ム
黒
糖
」
を
伊
平
屋
村
、
沖
縄
県
、

Ｊ
Ａ
お
き
な
わ
、
コ
ー
プ
ネ
ッ
ト
（
関
東
を

中
心
と
し
た
５
０
０
０
億
円
規
模
の
生
協
）、

コ
ー
プ
お
き
な
わ
が
主
要
団
体
と
し
て
関
わ

り
、
県
内
企
業
や
県
立
芸
大
の
協
力
を
得
て

商
品
開
発
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

商
品
の
売
り
上
げ
の
一
部
を
使
っ
て
、
東

京
大
学
の
学
生
が
講
師
を
つ
と
め
る
「
東
大

塾
」
を
２
０
１
１
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て

い
ま
す
。
テ
レ
ビ
で
し
か
見
た
こ
と
が
な
い

東
大
生
か
ら
、夏
休
み
の
短
期
間
と
は
い
え
、

学
び
、
一
緒
に
過
ご
す
こ
と
で
、
生
徒
自
身

が
「
未
来
を
見
つ
め
」、「
可
能
性
を
考
え
る
」

機
会
に
な
っ
て
い
ま
す
。
学
力
も
格
段
に
向

上
し
、
今
で
は
「
本
土
の
進
学
校
を
受
験
す

る
子
が
島
か
ら
出
る
」
な
ど
成
果
が
生
ま
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、
東
大
生
に
も
大
き
な

刺
激
を
与
え
て
い
る
よ
う
で
、
毎
年
の
よ
う

に
20
名
余
り
の
「
東
大
塾
講
師
」
へ
の
応
募

が
あ
り
、
東
大
塾
経
験
者
が
、
テ
ス
ト
と
面

接
に
よ
る
選
抜
を
行
っ
た
上
で
、
講
師
と
し

て
派
遣
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
東
京
大
学
で
の
出
前
講
座
が
企

画
さ
れ
、「
伊
平
屋
の
生
徒
た
ち
」
が
東
大

生
の
前
で
講
師
を
つ
と
め
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
当
初
は
、
伊
平
屋
の
抱
え
る
教
育

問
題
解
消
と
し
て
始
ま
り
ま
し
た
が
、
今
で

は
そ
こ
に
留
ま
ら
な
い
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
が

う
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
２
０
１
３
年
か
ら
、
粟
国
中
学
校
、

２
０
１
４
年
か
ら
、
伊
平
屋
の
中
学
生
を
対

象
に
総
合
学
習
の
時
間
を
使
っ
て
「
商
品
開

発
」
を
通
し
た
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
も
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

ね
ら
い
は
「
過
疎
化
・
高
齢
化
・
人
口
減
」

な
ど
の
課
題
を
抱
え
て
い
る
離
島
で
、
島

の
素
材
を
使
い
、
生
徒
自
ら
で
商
品
開
発
す

る
こ
と
で
、
島
で
育
っ
た
こ
と
の
誇
り
を
育

み
、
ま
た
、
開
発
商
品
に
自
ら
で
値
段
を
つ

け
、
仕
入
個
数
を
決
め
、
販
売
す
る
こ
と
で
、

経
済
の
流
れ
の
触
り
の
部
分
を
体
感
で
き
る

場
と
な
っ
て
い
ま
す
。
規
模
の
小
さ
な
島
の

ほ
と
ん
ど
が
、
役
場
、
Ｊ
Ａ
、
漁
協
し
か
主

な
職
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。
島
に
「
仕
事
が
な

い
か
ら
帰
ら
な
い
」
で
は
過
疎
化
、
高
齢
化

に
歯
止
め
が
掛
る
こ
と
は
出
来
ず
、
仕
事
を

創
造
で
き
る
子
供
た
ち
の
育
成
に
な
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

商
品
を
完
成
さ
せ
る
上
で
、
重
要
な
ポ
イ

ン
ト
（
味
、
販
売
価
格
、
販
売
方
法
、
仕
入

個
数
）
を
生
徒
た
ち
の
話
し
合
い
で
決
め
る

こ
と
で
「
私
た
ち
の
商
品
」
と
思
え
る
よ
う

で
、
そ
の
後
の
販
売
す
る
際
の
行
動
や
島
の

人
を
巻
き
込
む
原
動
力
に
な
っ
て
い
ま
す
。

島
で
は
日
常
の
生
活
に
お
い
て
「
農
業
や
漁

業
な
ど
の
１
次
産
業
的
な
体
験
」
に
は
事
欠

か
な
い
の
で
す
が
、「
商
品
を
創
る
、
販
売

す
る
」
２
、３
次
産
業
的
な
こ
と
は
経
験
が

な
く
、
こ
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
と
お
し
て
、

総
合
学
習
の
ね
ら
い
と
す
る
「
生
き
る
力
」

を
育
む
こ
と
に
繋
が
れ
ば
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

こ
の
間
の
取
り
組
み
の
背
景
は
、
島
に
高

校
が
無
い
た
め
、
島
で
育
っ
た
生
徒
全
員
が

「
15
の
春
」
を
迎
え
、
島
を
出
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
そ
の
限
ら
れ
た
期
間
で
の
「
島
発
ち

教
育
」
が
あ
り
、
島
民
の
ほ
と
ん
ど
が
、
こ

の
「
親
と
し
て
辛
い
経
験
」
を
し
て
い
ま
す
。

「
子
供
た
ち
を
支
援
す
る
」
旗
が
立
つ
こ
と

で
、
学
校
現
場
、
行
政
、
地
域
な
ど
、
島
ぐ

る
み
の
取
り
組
み
と
な
り
、
子
供
た
ち
の
頑

張
り
が
地
域
に
好
循
環
を
も
た
ら
し
て
い
ま

す
。

　

離
島
は
利
便
性
、
効
率
だ
け
で
は
測
れ
な

い
豊
か
さ
が
あ
り
ま
す
。
一
方
で
は
「
高
齢

化
、
教
育
格
差
、
医
療
や
福
祉
の
不
足
な
ど
、

現
代
社
会
が
抱
え
る
問
題
」
が
顕
著
に
表
れ

や
す
い
場
所
で
も
あ
り
ま
す
。　

　

島
の
よ
さ
に
着
目
し
、共
通
の
旗
を
立
て
、

様
々
な
団
体
が
協
同
す
る
こ
と
で
、
持
続
可

能
な
社
会
の
仕
組
み
が
創
れ
る
も
の
と
確
信

し
て
い
ま
す
。

石
原　
修

　
コ
ー
プ
お
き
な
わ
理
事
長
ス
タ
ッ
フ
。
ま
ち
・

ひ
と
・
も
の
づ
く
り
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
地
域

活
性
化
に
携
わ
る
。
２
０
１
２
年
国
際
協
同
組

合
年
、
全
国
の
協
同
組
合
が
参
加
し
た
地
域
貢

献
コ
ン
テ
ス
ト
に
お
い
て
、
最
優
秀
賞
を
受
賞
。

２
０
１
５
年
３
月
か
ら
内
閣
府
認
定
の
地
域
活

性
化
伝
道
師
と
し
て
活
躍
中
。

 2015 Muribushi September★October1



September★October 2015 Muribushi 2

Special Edition

平成26年度　沖縄農林水産業の情勢報告
沖縄の農林水産業における「うないパワー」

特 集

　平成26年度の沖縄農林水産業の動向等をとりまとめた「平成26年度沖縄農林水産業の情勢報告」（沖縄版農
林水産白書）を７月に公表しました。情勢報告の特集では、沖縄の農林水産業や地域活動の担い手として重要な
役割を果たしている女性の力（うないパワー）を取り上げ、アンケート調査により女性農業者の実態、課題等を
明らかにするとともに、多方面で輝く女性たちの活躍事例を紹介しています。

１．沖縄の女性農業者をめぐる状況

①　女性の農業就業状況
　沖縄県の農業就業人口２万３千人（平成２２年）のうち、
女性は８千人（３７％）を占めていますが、一方で農業委
員や農協役員等に占める女性の割合は依然として低く、農
業経営や地域社会の意思決定の場への女性の参画は不十分
な状況にあります。

②　アンケート調査結果
　女性農業者の現状や意識を探るため、関係機関等の協力
を得て、県内の女性農業者を対象にアンケート調査を実施
しました。調査結果の主な概要は以下のとおりです。（調
査票発送：５０６票、回収：１５０票）

ⅰ）ワークライフバランスと家族経営協定
　家事、育児、介護と仕事の両立は、「できている」との
回答が過半を占める一方、「できていない」との回答は、
特に介護で２．５割を占めています。　
　ワークライフバランスの実現に効果的な方法の一つであ
る「家族経営協定」※については、過半の人が「知ってい
る」又は「聞いたことがある」と回答しているものの、「締
結している」と回答した人は「締結していない」と回答し
た人の半分に留まっています。
　協定締結者は、締結後の変化として「仕事にやりがいを
感じるようになった」「家族での話し合いの機会が増えた」
などの改善効果を挙げており、また、締結者全ての方が経
営に参画していることから、協定の効果がうかがえます。

　※ 家族経営協定とは：
　近代的な家族農業経営の実現を目指し、経営方針や家族一人ひとり
の役割、就業条件・就業環境などについて、家族みんなで話し合い、
第三者の立ち会いの下で取り決めるもの

ⅱ）女性農業者の活躍場面
　農業において女性の力が活かされていると思うことにつ
いては、「健康・食育に関する視点」「加工・販売」「細や
かな姿勢、着眼」「明るく活気ある雰囲気づくり」「商品開
発」が多く挙げられました。また、消費者や家族の食生活
に身近に関わる立場からの声も多く寄せられました。

資料： 農林水産省、沖縄県農林水産部、JAおきなわ

沖縄県の農業分野に占める女性の割合
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家事、育児、介護と仕事の両立状況
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女性の力が活かされていると思うこと
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20%
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24%
14%
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20%
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細
や
か
な
姿
勢

着
眼

商
品
開
発

加
工
・
販
売

質
の
高
い
農
産
物
づ

く
り

明
る
く
活
気
あ
る
雰

囲
気
づ
く
り

帳
簿

売
上
げ
等
の
経

営
管
理

相
手
先
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ

シ
ョ
ン

健
康
・
食
育
に
対
す

る
視
点

環
境

エ
コ

に
対
す
る

視
点

無
回
答

ｎ＝１５０（複数回答）



 2015 Muribushi September★October3

農林水産部特 集

ⅲ）女性農業者の課題
　女性であるために直面した課題については、「体
力」が最も多く、次いで「機械操作」「家事、育児
との両立」「トイレ」「時間の確保」が多く挙げら
れています。
　こうした女性農業者に立ちはだかる課題の解決
に必要なこととして、「家族、地域社会の協力」と
いった内容の回答が多く寄せられたことから、多
くの女性農業者が、家族をはじめ周囲の協力が必
要であると感じていることが読み取れる結果とな
りました。

２．女性の活躍促進に向けて

①　家族経営協定の推進
　沖縄県における家族経営協定の締結数は、年々
増加傾向で推移しており、平成26年は547件となっ
ています。
　家族経営協定は、女性の経営参画を促すととも
に、経営体としての組織力を向上させる取組とし
て有効です。

②　農業女子プロジェクト
　「農業女子プロジェクト」は女性農業者が多様な企業・団体と連携することにより、社会全体での存在感を
高め、併せて職業としての農業を選択する若手女性の増加を図ろうというものです。
　現在、全国で 295 名（平成 27 年５月現在）が活躍しており、沖縄においても、平成 26 年に３名の農業女
子メンバーが誕生しました。

③　女性の能力の発揮を一層促進するための施策
　農林水産省では、女性向けの事業だけでなく、各種事業において女性の参画を促進する仕組みを盛り込む
など、女性支援策の充実・強化を図ってきたところです。これらの支援策の活用を通して、女性の能力を積
極的に活かした新たな農林水産業や地域づくりを目指します。

【主な施策例】女性農林漁業者の活躍推進を支援：輝く女性農業者育成事業　等
女性農林漁業者が積極的に採択されるよう配慮：経営体育成支援事業　等

31%

18%

41%
34%

25%

3%

13%
10% 11%

21%

9% 11% 11%

28%

6%

16%

0%
5%

10%
15%
20%
25%
30%
35%
40%
45% ｎ＝１５０（複数回答）

女性であるために直面した課題

家族経営協定締結数の推移

213 231 241
281
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381
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平.14 平.15 平.16 平.17 平.18 平.19 平.20 平.21 平.22 平.23 平.24 平.25 平.26

（単位：人）

資料： 沖縄県農林水産部

沖縄で「農業女子」、誕生！！沖縄で「農業女子」、誕生！！沖縄で「農業女子」、誕生！！
玉城　陸子さん
会社名：ＭＭファーム
住　所：豊見城市
経営概要：彩りトマト等

上里　さゆりさん
会社名： Herb&Spice 
　　　　　　Garden
住　所：豊見城市
経営概要：バジル等

比嘉　ともえさん
会社名： Cuculu Garden
住　所：豊見城市
経営概要：バジル

○　農業女子として平成26年7月から活
動。
○　活動内容は、企業が作る農業関連商
品についての意見提案や、沖縄の農産
物を使ったレシピ開発など。「更に女
性ならではの意見をたくさん提案し、
女性の働きやすい環境を作っていきた
い」。
○　３人で任意団体「まんまるしぇ」を
結成。「今後、組合に育て、６次産業化
にもチャレンジしていきたい」。
○　就農を目指す女性たちへ一言。
　「一人で悩まないで女性の先輩に聞くこ
とが一番」。『農業女子』の存在感を高める

企業連携によるビジネス発展、生産物の高付加価値化

農業女子PJ

　「農業女子プロジェクト」は、女性農
業者が日々の生活や仕事、自然との関
わりの中で培った知恵を様々な企業の
シーズと結びつけ、新たな商品やサー
ビス、情報を社会に広く発信していく
ためのプロジェクトです。
　このプロジェクトを通して、農業内
外の多様な企業 ･団体と連携し、農業
で活躍する女性の姿を様々な切り口か
ら情報発信することにより、社会全体
での女性農業者の存在感を高め、併せ
て職業としての農業を選択する若手女
性の増加を図ります。

農業女子

民間企業・
団体

企業の力を
農業女子に

農業女子
の力を
企業に

“農業女子”
という
市場力

“農業女子”
ならではの
知恵力

“農業女子”
の生産力

広く社会に発信

「平成26年度沖縄農林水産業の情勢報告」本編では、様々な分野で活躍している女性たちを紹介しています。
本編及びアンケート調査の詳細については、以下の沖縄総合事務局農林水産部HPからご覧になれます。
（http://www.ogb.go.jp/nousui/nousui_gaiyou.html）

資料 : 農林水産省資料を基に沖縄総合事務局作成



財務部ホームページでは、その他の経済情報もご覧になれます。
URL ⇒ http://www.ogb.go.jp/zaimu/12455/index.html

（資料）大型小売店販売額：経済産業省、沖縄総合事務局
　　　  新車登録台数：沖縄県自動車販売協会

管
内
経
済
情
勢
報
告

（
平
成
27
年
７
月
）

〜
管
内
経
済
は
、回
復
し
て
い
る
〜

　「管内経済情勢報告」は、各府省等が実施している統計調査結果に加えて、財
務部経済調査室が管内企業にヒアリングなどを行い、経済情勢や背景等を確認
し、地方経済の実態を調査・分析して、四半期毎に取りまとめて公表するもので、
財務省の各種施策に活用されています。

前回
（27年４月判断）

今回
（27年７月判断） 前回との比較 総括判断の要点

回復している 回復している ➡
個人消費は緩やかな回復が続き、
外国人観光客の大幅な増加など
から観光は好調に推移しているほ
か、雇用情勢は緩やかに改善し
つつある

（注）27年７月判断は、前回４月判断以降、７月に入ってからの足下の状況までを含めた期間で判断している。（以下、各項目の判
断も同様）

　沖縄振興策などを背景として景気が回復しているなかで、海外景気の下振れリスク、
原材料価格や賃金の動向などについて、引き続き注視していく必要がある。
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1
【総括判断】

【主要項目の判断及び動向】

【先行き】

個人消費

○大型小売店販売額、新車登録台数（前年比）

▲ 15.0

▲ 10.0

▲ 5.0

0.0

5.0
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25.0

30.0

25．
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26．
1-3 4-6 7-9 10-12

27．
1-3 4-6

26/7 8 9 10 11 12 27/1 2 3 4 5 6

(％）

大型小売店販売額 新車登録台数

前回（27年4月判断） 今回（27年7月判断） 前回との比較

緩やかに回復している 緩やかに回復している ➡
　大型小売店販売額については、飲食料品
が堅調なほか、店舗改装効果などから前年を
上回っている。
　コンビニエンスストア販売額については、新
規出店効果のほか、ファストフードが堅調なこ
となどから前年を上回っている。
　新車販売台数については、軽自動車が低
調なことなどから前年を下回っている。中古車
販売台数については、前年を上回っている。
　家電販売額については、エアコンや白物家
電などで持ち直しており、前年を上回っている。
　このように、個人消費は緩やかに回復して
いる。
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【その他の項目の動向】

観　　光

雇用情勢

住宅建設

設備投資

公共事業

生産活動

企業収益

企業の景況感

　入域観光客数は、国内客は個人旅
行を中心とした好調な旅行需要に
よって増加しており、外国客は航空
路線の拡充などにより大幅に増加し
ていることから、２０ヶ月連続で単月
の過去最高を記録している。
　ホテルの客室稼働率、客室単価と
もに前年を上回っている。
　このように、観光は回復している。

　新規求人数は、卸売業・小売業、医療・福祉など多くの業種で前年を上回っており、新規求職者数は前年を下
回っていることなどから、有効求人倍率（季節調整値）は上昇している。
　このように、雇用情勢は緩やかに改善しつつある。

　 新設住宅着工戸数は、持家、貸家、分譲ともに前年を下回っており、全体でも前年
を下回っている。

　法人企業景気予測調査（２７年４～６月期）でみると、全産業では前年度を４６．１％上回
る見通し（石油・石炭、電気・ガス・水道を除くと８４．０％上回る見通し）となっている。

　公共工事前払金保証請負額（２７年４～６月累計）は、前年を下回っている。

　食料品は、食肉加工品や酒類が前年を下回っており、全体でも前年を下回っている。窯業・
土石、金属製品は前年を下回っているものの、化学・石油製品は前年を上回っている。　
　このように、生産活動は緩やかに持ち直しつつある。

　法人企業景気予測調査（２７年４～６月期）でみると、２７年度上期は、全産業で０．２％の
増益見込みとなっている。
　２７年度下期は、全産業で４．４％の増益見通しとなっている。
　２７年度通期は、全産業で２．１％の増益見通しとなっている。

　法人企業景気予測調査（２７年４～６月期）でみると、全産業では、「上昇」超幅が縮小している。
　業種別にみると、製造業では、「上昇」とする企業が増加していることなどから「下降」超
から「上昇」超に転じている。非製造業では、建設、運輸・郵便で「下降」とする企業が
増加していることなどから「上昇」超から「下降」超に転じている。

○　入域観光客数

（資料）沖縄県
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○有効求人倍率及び完全失業率

　　（資料）有効求人倍率：沖縄労働局、　完全失業率：沖縄県　（注）完全失業率の四半期は原数値。
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　　（資料）沖縄労働局

○新規求人数（前年比）

▲ 20

▲ 10

0

10

20

30

40

25．

4-6 7-9 10-12

26．

1-3 4-6 7-9 10-12

27．

1-3

26/6 7 8 9 10 11 12 27/1 2 3 4 5

（％）

前回（27年4月判断） 今回（27年7月判断） 前回との比較
回復している 回復している ➡

前回（27年4月判断） 今回（27年7月判断） 前回との比較
緩やかに改善しつつある 緩やかに改善しつつある ➡
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➡
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2
  

１　
輸
出
戦
略
セ
ミ
ナ
ー

　

こ
れ
ま
で
に
実
施
し
て
き
た
「
商
談
ス
キ

ル
向
上
セ
ミ
ナ
ー（
平
成
25
年
度
〜
26
年
度
）」

を
さ
ら
に
充
実
す
べ
く
商
談
会
ロ
ー
ル
・
プ

レ
イ
ン
グ
や
市
場
別
勉
強
会
を
取
り
入
れ
、

よ
り
市
場
の
実
情
に
即
し
た
内
容
と
な
っ
て

い
ま
す
。
構
成
と
し
て
は
、
６
月
か
ら
10
月

ま
で
の
間
に
５
回
の
セ
ミ
ナ
ー
と
市
場
別
勉

強
会
を
開
催
し
ま
す
。

  

２　
商
談
会
ロ
ー
ル
・
プ
レ
イ
ン
グ

  　
　
の
実
施

　

第
１
回
輸
出
戦
略
セ
ミ
ナ
ー
は
、
商
談
を

よ
り
成
功
に
導
く
た
め
の
実
践
的
な
「
商
談

を
成
約
に
繋
げ
る
た
め
の
ア
プ
ロ
ー
チ
法　

〜
商
談
会
ロ
ー
ル・プ
レ
イ
ン
グ
」と
し
て
去
っ

た
６
月
29
日
に
実
施
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
か
ら
新
た
に
取
り
入
れ
た
本
商
談

会
ロ
ー
ル
・
プ
レ
イ
ン
グ
は
、
㈱
沖
縄
県
物

産
公
社 

金
城
部
長
、
㈱
新
垣
通
商 

儀
間
部

長
、
沖
縄
国
際
ハ
ブ
ク
ラ
ス
タ
ー
事
務
局 

与

那
覇
ク
ラ
ス
タ
ー
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
講
師（
バ

イ
ヤ
ー
役
）
と
な
り
受
講
者
と
の
間
で
よ
り

実
践
的
な
模
擬
商
談
を
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
自
社
の
商
品
を
積
極
的
に
ア

めざせ成約！
商談を成功に導く
輸出戦略セミナー 経済産業部経済産業部経済産業部経済産業部経済産業部経済産業部経済産業部経済産業部経済産業部経済産業部経済産業部経済産業部経済産業部経済産業部経済産業部経済産業部経済産業部経済産業部経済産業部経済産業部

　
海
外
販
路
開
拓
を
考
え
て
い
る
事
業
者
に
と
っ
て
、
海
外
バ
イ
ヤ
ー
と
の
商
談
は
貿
易
手
続

き
、
商
習
慣
の
違
い
、
商
談
ノ
ウ
ハ
ウ
の
不
足
な
ど
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
内
閣

府
沖
縄
総
合
事
務
局
、
沖
縄
県
、
沖
縄
県
産
業
振
興
公
社
、
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
沖
縄
事

務
所
、
日
本
貿
易
振
興
機
構
（
ジ
ェ
ト
ロ
）
沖
縄
貿
易
情
報
セ
ン
タ
ー
で
は
、
海
外
ビ
ジ
ネ
ス

を
目
指
し
つ
つ
も
こ
の
よ
う
な
課
題
解
決
が
求
め
ら
れ
る
事
業
者
を
支
援
す
べ
く
こ
の
５
機
関

が
連
携
し
、「
沖
縄
大
交
易
会
」
等
を
は
じ
め
と
す
る
海
外
と
の
商
談
会
で
成
約
に
繋
げ
る
た

め
の
「
輸
出
戦
略
セ
ミ
ナ
ー
」
を
今
年
度
実
施
し
て
い
ま
す
。

ピ
ー
ル
す
る
受
講
生
と
バ
イ
ヤ
ー
役
と
の
白

熱
し
た
や
り
と
り
は
も
と
よ
り
、
そ
の
様
子

を
他
の
受
講
生
が
見
守
る
形
で
進
め
ら
れ
ま

し
た
。
終
了
後
、
受
講
生
か
ら
「
実
際
に
バ

イ
ヤ
ー
と
向
き
合
い
、
商
談
を
し
て
み
た
こ

と
で
、
自
社
の
商
品
説
明
に
お
い
て
自
分
の

で
き
て
い
る
点
・
不
足
し
て
い
る
点
が
分
か

り
非
常
に
勉
強
に
な
っ
た
。」「
バ
イ
ヤ
ー
の

考
え
て
い
る
ポ
イ
ン
ト
が
わ
か
り
、
商
談
会

で
話
す
べ
き
こ
と
を
つ
か
め
た
。」「
自
社
商

品
の
海
外
販
路
開
拓
に
つ
い
て
、
バ
イ
ヤ
ー

目
線
か
ら
の
具
体
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
が
も
ら

え
た
。」
な
ど
の
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

第 1回の商談会ロール・プレイングの様子第２回の輸出戦略セミナーの様子

　

内
閣
府
沖
縄
総
合
事
務
局
で
は
、
今
後
も

海
外
販
路
開
拓
に
取
り
組
む
事
業
者
の
皆
様

を
応
援
し
ま
す
。

輸出戦略
「商談スキル向上セミナー」（平成25年度～平成26年度実施）は「輸出戦略セミナー」として

生まれ変わりました。商談会ロールプレイングや市場別勉強会を取り入れ、更に皆様の海外との商
談を応援します。
初めて商談会に参加する企業様、また過去に参加はしたが効果がなかった企業様の経営者・営業

担当者の皆様の参加をお待ちしております。

セミナー

主 催 内閣府沖縄総合事務局 ・ 沖縄県 ・ 中小機構沖縄 ・ ＪＥＴＲＯ沖縄 ・ 沖縄県産業振興公社
平成27年度中小企業知的財産活動支援事業費補助金（地域中小企業知的財産支援力強化事業） 平成27年度万国津梁産業人材育成事業

主 催 内閣府沖縄総合事務局 ・ 沖縄県 ・ 中小機構沖縄 ・ ＪＥＴＲＯ沖縄 ・ 沖縄県産業振興公社
平成27年度中小企業知的財産活動支援事業費補助金（地域中小企業知的財産支援力強化事業） 平成27年度万国津梁産業人材育成事業

タイトル 対象 講師 内容 日時 会場

商談会ロール
プレイング

経営者、営業
担当者
12～16社

㈱アースリンク

曽我しのぶ
他

ロールプレイングを通し、
商談会に必要なポイント
を学べます。

6月30日(火)
13:30～
16:30

沖縄総合事
務局
10階会議室

商談の特効
薬！商品カル
テ作成の実践
講座

営業担当者
30名程度

㈱クロックワー
ク
伊志嶺哉

本年度の食品表示制度
変更に対応し、商談の質
を高める商品カルテが作
れるようになります。

7月15日(水)
(調整中)

沖縄総合事
務局
10階会議室

商談会でのプ
レゼテーション
と強みPRシー
トの作り方

営業担当者
30名
個別相談は

10社

ASIA-NET
吉村 章

商談をスムーズに進める
ためのツール（強みPR
シート）作りから通訳の使
い方まで学べます。個別
相談、会社訪問あり。

8月18日(火)セ
ミナー
19日、20日
個別相談、会
社訪問

沖縄総合事
務局
10階会議室

貿易実務・知
的財産

営業担当者
40名

㈱アースリンク
曽我しのぶ

海外とのビジネスに必要
な価格（FOB、CIF）の出し

方、模倣品対策について
学べます。

9月16日(水)
午後

沖縄総合事
務局2階
共用会議室
D,E

商談スペース
での商品展示
や演出のポイ
ント

営業担当者
30名

(有)ヴィーナス
尾關恵子

VMDの手法を使って、自

社商品の魅力を視覚的
にバイヤーへお伝えする
スキルが身につきます。

10月上旬(予
定)

(調整中)

「海外バイヤーとの商談が続かない」「成約に至らない」との課題をお持ちの方に対し、商
談に必要なノウハウの習得や商談のレベルアップを目指します。

商談を成功に導くセミナー

海外で関心を集める日本食材。実際にどの市場に可能性があるのか探ってみませんか。市場
情報を入手するとともに、同じ市場を目指す仲間を作って海外市場を攻略しましょう。
日時：平成27年8月20日
場所：沖縄県立博物館美術館

市場別セミナー (香港・台湾・シンガポール)

輸出戦略セミナーの内容について
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４
月
21
日
、
内
閣
官
房
（
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
本
部
事
務
局
）
と
経

済
産
業
省
は
、
地
域
経
済
分
析
シ
ス
テ

ム
（RESAS

（
リ
ー
サ
ス
））
の
提
供

を
開
始
し
ま
し
た
。

※RESAS: Regional Econom
y 

(and) Society Analyzing System

経済産業部経済産業部経済産業部経済産業部経済産業部経済産業部経済産業部経済産業部経済産業部経済産業部経済産業部経済産業部経済産業部経済産業部経済産業部経済産業部経済産業部経済産業部経済産業部経済産業部経済産業部経済産業部

　
２　

RESAS

の
特
徴
に
つ
い
て

　

RESA
S

は
、「
産
業
マ
ッ
プ
（
※
）」「
観

光
マ
ッ
プ
」「
人
口
マ
ッ
プ
」「
自
治
体
比
較

マ
ッ
プ
」
の 

４ 

つ
の
マ
ッ
プ
（
メ
ニ
ュ
ー
）

で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

※
「
産
業
マ
ッ
プ
」
は
、
国
お
よ
び
地
方
自
治
体
の

職
員
が
一
定
の
制
約
の
下
で
利
用
可
能
な
「
限
定

メ
ニ
ュ
ー
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、「
人
口
マ
ッ
プ
」
と
「
観
光
マ
ッ

プ
」
に
つ
い
て
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
３　
人
口
マ
ッ
プ
に
つ
い
て

　
「
人
口
マ
ッ
プ
」
は
、
地
域
の
人
口
に
つ

い
て
、
過
去
の
推
移
や
将
来
の
推
計
値
を
年

代
別
に
、
自
然
増
減
・
社
会
増
減
に
分
け
て

把
握
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

例
え
ば
、
図
１
は
、
南
城
市
に
お
け
る
社

会
増
減
の
状
況
で
あ
り
、
ど
こ
の
市
町
村
か

ら
南
城
市
に
転
入
し
て
き
て
、
ど
こ
の
市
町

村
へ
転
出
し
て
い
る
か
が
分
か
り
ま
す
。

　
１　

RESAS

に
つ
い
て

　

平
成
26
年
９
月
に
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
本
部
が
設
置
さ
れ
、同
年
12
月
に「
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
」

及
び
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦

略
」
が
閣
議
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
、
地
方
公
共
団
体
が
地
域
の
特
性
を

踏
ま
え
た
地
方
版
総
合
戦
略
を
策
定
す
る
に

当
た
っ
て
は
、
地
域
の
強
み
・
弱
み
な
ど
を

踏
ま
え
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
地
方
自
治

体
が
自
ら
の
産
業
構
造
や
人
口
動
態
、
観
光

の
人
の
流
れ
な
ど
の
現
状
・
実
態
を
正
確
に

把
握
す
る
と
と
も
に
、
デ
ー
タ
に
基
づ
く
目

標
・K

PI

（
重
要
業
績
評
価
指
標
）
の
設
定
、

PD
CA

サ
イ
ク
ル
の
確
立
等
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、RESA

S

は
、
地
方
版

総
合
戦
略
に
お
け
る
基
本
目
標
・K

PI

の

設
定
、PD

CA

サ
イ
ク
ル
の
確
立
等
に
寄

与
す
る
こ
と
を
目
的
に
作
ら
れ
た
、
産
業
構

造
や
人
口
動
態
、
人
の
流
れ
な
ど
に
関
す
る

“ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
”を
集
約
し
、
可
視
化
で

き
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。　

　
４　
観
光
マ
ッ
プ
に
つ
い
て

　
「
観
光
マ
ッ
プ
」
で
は
、
い
つ
ど
こ
に
ど

れ
だ
け
の
交
流
人
口
が
あ
る
の
か
、
ど
こ
の

都
道
府
県
や
市
町
村
か
ら
来
て
い
る
の
か
を

把
握
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

例
え
ば
、
図
２
は
、
本
部
町
に
お
け
る
月

別
の
滞
在
人
口
推
移
の
状
況
と
な
っ
て
お

り
、
平
日
・
休
日
別
に
、
人
口
が
ど
れ
だ
け

滞
在
し
て
い
る
の
か
が
、
分
か
り
ま
す
。

　
５　
お
わ
り
に

　

今
回
、
ご
紹
介
し
た
内
容
は
、RESA

S

の
ほ
ん
の
一
部
の
機
能
に
つ
い
て
で
す
。

RESA
S

は
、
取
り
出
す
デ
ー
タ
や
そ
の
見

方
に
よ
っ
て
、
無
限
の
活
用
方
法
が
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

私
ど
も
経
済
産
業
部
で
は
、RESA

S

の

相
談
窓
口
と
な
る
シ
ス
テ
ム
マ
ス
タ
ー
を
配

置
し
、
今
後
、RESA

S

の
普
及
・
活
用
支

援
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

図２　本部町の滞在人口月別推移（2014年）

図１　南城市における社会増減（2014年）

（図の補足）
本部町において、2月、8月、10月では、休日
よりも平日の方が、多く人が滞在していること
がわかります。

（図の補足）
南城市への転入
１位　那覇市（286人）、２位　南風原町（186人）、３位　与那原町（173人）
南城市からの転出
１位　那覇市（226人）、２位　与那原町（146人）、３位　南風原町（141人）

人口マップ　人口の社会増減 From-to 分析（定住人口）　
転出数内訳

総数
転入数内訳

総数

沖縄県那覇市
（226人）

沖縄県那覇市
（286人） その他

（522人）
その他
（575人）
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会
と
し
て
節
水
啓
発
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作

成
し
、
街
頭
配
布
す
る
な
ど
の
活
動
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
今
年
は
、
梅
雨
の
期
間
が
過

去
３
番
目
に
短
い
22
日
間
で
あ
っ
た
こ
と
や

昨
年
か
ら
の
少
雨
傾
向
も
重
な
り
７
月
の
第

２
週
目
時
点
で
は
ダ
ム
の
貯
水
率
が
50
％
台

に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
台
風
９
号
・
10
号
・

11
号
の
発
生
に
よ
り
、
そ
の
後
69
％
ま
で
回

復
し
、
７
月
30
日
時
点
で
は
92
％
に
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　  

沖
縄
本
島
の
水
道
水
源
は
、
ダ
ム
水
、
河

川
水
、
地
下
水
、
海
水
淡
水
化
水
か
ら
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
、
安
定
的
な
取
水
が

可
能
な
ダ
ム
水
は
、
日
本
復
帰
以
降
国
に
よ

る
多
目
的
ダ
ム
の
整
備
が
進
め
ら
れ
、
福
地

ダ
ム
を
始
め
と
す
る
国
管
理
９
ダ
ム
と
県
管

理
倉
敷
ダ
ム
で
水
道
需
要
量
の
約
80
％
を
占

め
る
状
況
と
な
り
ま
し
た
。

　

沖
縄
渇
水
対
策
連
絡
協
議
会
で
は
、こ
れ

ま
で
、沖
縄
本
島
の
厳
し
い
水
事
情
を
踏
ま

え
て
、長
期
に
わ
た
る
厳
し
い
断
水
や
ダ
ム

枯
渇
な
ど
の
危
機
的
状
況
を
回
避
す
る
た

め
、節
水
行
動
や
、給
水
制
限
実
施
の
指
標
と

な
る
旧
渇
水
指
標
を
平
成
17
年
に
作
成
し
、

当
協
議
会
が
日
々
作
成
す
る
「
沖
縄
水
源
情

報
」に
付
記
し
て
情
報
提
供
し
て
き
ま
し
た
。

　

旧
渇
水
指
標
は
、
作
成
当
時
、
ダ
ム
水
、

海
水
淡
水
化
水
な
ど
の
安
定
水
源
で
は
水
道

需
要
を
充
た
せ
な
か
っ
た
た
め
、
国
管
理
７

ダ
ム
か
ら
ダ
ム
計
画
で
許
容
さ
れ
る
日
最
大

の
取
水
量
を
日
々
取
水
し
た
場
合
の
、
当
該

７
ダ
ム
の
水
道
用
水
貯
水
量
の
残
量
に
応
じ

　

沖
縄
本
島
に
お
い
て
は
、
平
成
６
年
か
ら

約
20
年
以
上
も
給
水
制
限
は
実
施
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
が
、
最
近
で
は
平
成
21
年
に
ダ
ム
の

貯
水
率
が
45
％
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
協
議

　

７
月
13
日
に
、
沖
縄
渇
水
対
策
連
絡

協
議
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
当
協
議
会

は
、
沖
縄
に
お
け
る
河
川
・
水
利
用
・

渇
水
へ
の
対
応
等
に
関
し
て
必
要
な
事

項
を
協
議
し
、
合
理
的
な
水
利
使
用
等

に
関
す
る
調
整
を
行
う
と
と
も
に
、
渇

水
時
に
お
け
る
総
合
的
か
つ
計
画
的
な

水
利
用
を
図
る
た
め
の
協
議
を
行
い
、

適
切
な
渇
水
対
策
を
講
ず
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
昭
和
49
年
１
月
に
設
立
さ

れ
、
沖
縄
総
合
事
務
局
、
沖
縄
気
象
台
、

沖
縄
県
、
那
覇
市
、
浦
添
市
、
沖
縄
市

の
担
当
部
局
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

て
、
安
全
領
域
、
監
視
領
域
、
注
意
領
域
、

警
戒
領
域
、
危
険
領
域
を
設
定
し
、
５
つ
の

レ
ベ
ル
で
渇
水
の
厳
し
さ
の
目
安
を
示
し
た

も
の
で
し
た
。

　

※
国
管
理
７
ダ
ム

福
地
ダ
ム
、
新
川
ダ
ム
、
安
波
ダ
ム
、

普
久
川
ダ
ム
、
辺
野
喜
ダ
ム
、

漢
那
ダ
ム
、
羽
地
ダ
ム

　

旧
渇
水
資
料
を
作
成
し
て
以
降
、
国
ダ
ム

で
は
大
保
ダ
ム
及
び
金
武
ダ
ム
の
整
備
が
進

み
、
ダ
ム
の
貯
水
容
量
が
増
え
集
水
面
積
も

大
き
く
な
っ
た
た
め
、
ダ
ム
に
多
く
の
水

を
貯
め
る
だ
け
で
な
く
、
回
復
も
し
や
す
く

な
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
図
１
に
示
す
よ

う
に
、
現
在
の
水
道
需
要
量
程
度
で
あ
れ
ば

ダ
ム
な
ど
の
安
定
水
源
量
で
十
分
に
賄
え
る

新
渇
水
指
標
の
作
成

沖縄渇水対策連絡協議会
～渇水指標の見直し～

358.1千㎥/日

ダ
ム
を
フ
ル
稼
働

さ
せ
て
も
需
要
量

を
賄
え
な
い

478.2千㎥/日

28.5千㎥/日 33.0千㎥/日

約70千㎥/日

安定水源量
511.2千㎥/日

安定水源量

386.8千㎥/日

水道需要量
日平均435.9千㎥/日

ダ
ム
等
の
安
定
水
源

で
需
要
量
を
賄
え
る

ダムからの

計画最大日取水量

が増加

不
足

H17

ダムの実力向上
海淡水＋ダム下流河川取水　　　ダム取水

H26

600

500

400

300

200

100

0

図１
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よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
ダ
ム

の
実
力
が
向
上
し
た
状
況
の
変
化
に
対
応
す

る
た
め
、
渇
水
指
標
を
見
直
し
、
新
渇
水
指

標
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

見
直
し
の
主
な
ポ
イ
ン
ト
を
表
１
に
示
し

ま
す
。
ダ
ム
の
貯
水
容
量
の
う
ち
水
道
に
用

い
る
容
量
に
つ
い
て
は
、
沖
縄
本
島
内
に
あ

る
国
管
理
９
ダ
ム
と
県
管
理
倉
敷
ダ
ム
を

合
わ
せ
た
10
ダ
ム
を
対
象
と
し
合
計
容
量

は
８
３
６
８
０
千
㎥
と
な
り
ま
し
た
。
水

道
需
要
量
（
水
を
使
用
す
る
量
）
に
つ
い
て

は
、
日
平
均
水
道
需
要
量
を
ダ
ム
か
ら
の
計

画
最
大
日
取
水
量
で
賄
え
る
よ
う
に
な
っ
た

た
め
、
過
去
10
年
間
の
月
別
日
平
均
需
要
量

を
設
定
し
ま
し
た
。
ダ
ム
か
ら
の
供
給
に
つ

い
て
は
、
ダ
ム
や
海
水
淡
水
化
施
設
な
ど
の

安
定
水
源
で
水
道
需
要
量
を
賄
え
る
よ
う
に

な
っ
た
た
め
、
水
道
需
要
量
に
応
じ
た
必
要

な
量
を
ダ
ム
か
ら
供
給
す
る
ル
ー
ル
と
し
ま

し
た
。
計
算
期
間
は
、
10
年
増
加
し
42
年
と

し
ま
し
た
。

　

新
渇
水
指
標
で
は
、図
２
に
示
す
よ
う
に
、

全
体
的
に
監
視
領
域
の
上
限
値
ラ
イ
ン
が
下

が
り
安
全
領
域
が
拡
大
し
ま
し
た
。例
え
ば
、

11
月
１
日
の
時
点
で
現
行
の
指
標
と
比
べ
て

約
７
百
万
㎥
の
水
道
容
量
が
少
な
く
な
っ
て

い
ま
す
が
、
時
期
毎
に
指
標
に
示
す
監
視
領

域
の
水
道
容
量
が
ダ
ム
に
残
っ
て
い
れ
ば
、

10
年
に
１
回
程
度
の
渇
水
に
対
し
て
ダ
ム
は

枯
渇
し
な
い
と
考
え
て
お
り
、
旧
渇
水
指
標

と
同
様
に
、
渇
水
に
対
す
る
厳
し
さ
を
判
断

す
る
目
安
と
し
て
活
用
で
き
る
も
の
と
な
っ

て
い
ま
す
。
な
お
、
新
渇
水
指
標
に
つ
い
て

は
、
実
情
に
合
わ
せ
て
適
宜
見
直
し
の
検
討

を
行
っ
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
新
渇
水
指
標
を
運
用
し
ま
す
が
、

ダ
ム
の
水
道
容
量
が
監
視
領
域
上
限
値
ラ
イ

ン
以
下
と
な
れ
ば
直
ち
に
取
水
制
限
な
ど
の

節
水
行
動
を
行
う
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
渇

水
が
懸
念
さ
れ
る
適
切
な
段
階
で
当
協
議
会

を
開
催
し
、
今
後
の
必
要
な
対
応
を
協
議
し

ま
す
。
節
水
行
動
の
実
施
は
、
気
象
条
件
、

河
川
流
量
、
貯
水
量
と
い
っ
た
水
源
状
況
に

加
え
、
そ
の
時
々
の
県
民
生
活
や
社
会
経
済

情
勢
も
考
慮
し
た
沖
縄
渇
水
対
策
連
絡
協
議

会
で
総
合
的
な
議
論
に
よ
り
判
断
さ
れ
る
も

の
で
す
。

　
　
　

　

こ
れ
ま
で
、
水
源
情
報
と
し
て
、
降
雨
の

状
況
、
ダ
ム
の
状
況
、
上
水
道
の
日
需
要
量

等
の
情
報
を
マ
ス
コ
ミ
等
に
毎
日
提
供
し
て

い
ま
し
た
が
、
今
回
渇
水
対
策
連
絡
協
議
会

に
お
い
て
渇
水
指
標
の
見
直
し
が
承
認
さ
れ

た
こ
と
か
ら
、
７
月
31
日
か
ら
沖
縄
総
合
事

務
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
に
お
い
て
多
く
の
方

が
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
水
源
情
報
を

公
表
し
て
お
り
ま
す
。

http://w
w
w
.dc.ogb.go.jp/kaiken/

水
源
情
報
の
公
表

現行（H17） 見直し（H26）

水道容量
福地ダム、新川ダム、安波ダム、普久川
ダム、辺野喜ダム、漢那ダム、羽地ダム
の７ダム（水道容量：61,280千㎥）

福地ダム、新川ダム、安波ダム、普久川
ダム、辺野喜ダム、漢那ダム、羽地ダム、
大保ダム、金武ダム、倉敷ダムの10ダム
（水道容量：83,680千㎥）

水道需要量 日平均水道需要量をダムからの計画最
大日取水量で賄えないため設定せず

日平均水道需要量をダムからの計画最
大日取水量で賄えるため、過去 10年
間の月別日平均水道需要量を設定

ダムからの供給
安定水源で水道需要量を賄えないた
め、年間を通じてダムから計画最大日
取水量供給

安定水源で水道需要量を賄えるため、
水道需要量に応じた必要量をダムから
供給

計算期間 過去 32年間（利水安全度 1/10 は過
去 32年間の第 3位）

過去 42年間（利水安全度 1/10 は過
去 42年間の第 4位）

【計算条件の比較】

【各レベルの解説】

表１

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000
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70,000

80,000

90,000

100,000

10/1　　 11/1　　12/1　 　 1/1　　　2/1　　 3/1　　　4/1　　　5/1　　　6/1　　　7/1　　　8/1　　　9/1

貯水量（千㎥）

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%
貯水率

10/1

回復期渇水の危険性が高い時期

翌年の渇水期に向けて
水位を維持する期間水道容量（H26）：83,680千㎥

水道容量（H17）： 61,280千m 3

図２

レベル１（安全領域）

レベル２（監視領域）レベル２（監視領域）
渇水指標（現行）:監視領域上限値ライン渇水指標（現行）:監視領域上限値ライン

レベル４（警戒領域）

レベル５（危機管理領域）

レベル３（注意領域）

渇水の心配がない平年並みの領域 
気象条件や河川流量及びダムの貯水量などを集中して監視すべき
状況と判断される領域 
このままの状態が続けばやがてダムの貯水量が枯渇する恐れがあ
る状況と判断される領域 
このままの状態が続けばやがてダムの貯水量が枯渇する可能性が
非常に高いと判断される領域 
向こう約1ヶ月以内にまとまった雨が降らないとダムの貯水量が
枯渇し水利用上も極めて厳しい状況になると判断される領域 

レベル1（安全領域）

レベル2（監視領域）

レベル3（注意領域）

レベル4（警戒領域）

 レベル5（危機管理領域） 
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プレート（組立状況）

September★October 2015 Muribushi 10

て
、
弾
殻
破
片
の
最
大
飛
散
距
離
の
精
査
を

行
い
、
今
後
の
避
難
距
離
と
す
る
こ
と
が
今

年
６
月
16
日
の
協
議
会
に
お
い
て
了
承
さ
れ

ま
し
た
。（
表
）

　

不
発
弾
等
が
爆
発
し
た
際
、
弾
種
の
一
部

で
は
、
現
在
の
避
難
距
離
よ
り
拡
大
す
る
こ

と
が
わ
か
り
、
今
後
、
こ
の
基
準
を
参
考
に

し
て
周
辺
住
民
に
避
難
を
求
め
る
こ
と
と
な

り
ま
す
。

　

な
お
、
径
２
ｍ
×
高
さ
６
ｍ
（
ラ
イ
ナ
ー

プ
レ
ー
ト
）
の
活
用
に
つ
い
て
は
、
安
全
実

施
の
細
部
検
討
の
た
め
、
引
き
続
き
関
係
機

関
と
調
整
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

 　

関
係
機
関
と
の
情
報
共
有
や
調
整
の
場
と

し
て
、
協
議
会
の
役
割
は
大
変
重
要
な
も
の

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
沖
縄
総
合
事
務
局
と

し
て
も
、
不
発
弾
等
処
理
に
係
る
様
々
な
問

題
に
対
し
、関
係
機
関
と
連
携
を
密
に
し
て
、

今
後
と
も
一
層
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

沖縄における
不発弾対策の取組み

　

沖
縄
県
に
お
い
て
は
、
先
の
大
戦
に
お
い

て
激
し
い
艦
砲
射
撃
、
砲
爆
撃
を
受
け
た
こ

と
に
加
え
、
熾
烈
な
地
上
戦
闘
の
場
と
な
っ

た
た
め
、
現
在
で
も
不
発
弾
が
地
中
等
に
埋

没
し
て
お
り
、戦
後
70
年
を
経
た
今
日
で
も
、

不
発
弾
処
理
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

昭
和
49
年
３
月
、
那
覇
市
小
禄
に
お
け
る

下
水
道
管
敷
設
工
事
で
の
不
発
弾
爆
発
事
故

を
契
機
に
、
県
民
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る

環
境
を
整
備
し
、
生
命
、
財
産
を
守
る
と
と

も
に
、
公
共
工
事
の
安
全
か
つ
円
滑
な
推
進

を
目
的
と
し
て
、
沖
縄
不
発
弾
等
対
策
協
議

会（
以
下
、「
協
議
会
」）が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

不
発
弾
等
は
、
そ
の
殺
傷
力
・
破
壊
力
に

変
わ
り
な
く
、
平
成
21
年
１
月
、
糸
満
市
内

の
水
道
管
敷
設
工
事
で
は
、
２
５
０
㎏
爆
弾

の
爆
発
事
故
が
発
生
し
、
不
発
弾
の
脅
威
が

過
去
の
も
の
で
は
な
い
と
あ
ら
た
め
て
認
識

さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
沖
縄
総
合
事
務
局
に
お
い
て

は
、
協
議
会
の
事
務
局
と
し
て
、
関
係
各
機

関
と
連
携
を
と
り
つ
つ
対
策
に
あ
た
っ
て
お

り
、
平
成
21
年
の
爆
発
事
故
以
降
、
公
共
工

事
実
施
時
に
お
け
る
不
発
弾
等
の
事
前
調
査

（
磁
気
探
査
）
の
義
務
化
、
不
発
弾
等
事
前

調
査
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
シ
ス
テ
ム
の
構
築
、
処

理
壕
構
築
等
の
為
の
ラ
イ
ナ
ー
プ
レ
ー
ト
の

無
償
貸
出
し
等
、
様
々
な
支
援
を
行
っ
て
き

て
お
り
ま
す
。

　

加
え
て
、
磁
気
探
査
の
精
度
を
高
め
る
た

め
に
、
関
係
機
関
と
協
力
し
、
平
成
24
年
度

か
ら
磁
気
探
査
技
士
試
験
を
実
施
し
て
お

　
沖
縄
県
に
は
、
不
発
弾
等
が
現
在
で
も
約
２
千
ト
ン
埋
没
さ
れ
て
い
る
と
推
計
さ
れ
て

お
り
、
昨
年
も
１
年
間
の
不
発
弾
処
理
件
数
が
約
６
百
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
沖
縄
総
合
事
務
局
は
沖
縄
不
発
弾
等
対
策
協
議
会
の
事
務
局
と
し
て
、
こ
の
不
発
弾
対

策
に
対
し
て
様
々
な
取
組
み
・
支
援
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

開発建設部開発建設部開発建設部開発建設部開発建設部開発建設部開発建設部開発建設部開発建設部開発建設部開発建設部開発建設部開発建設部開発建設部開発建設部開発建設部開発建設部開発建設部

り
、
約
１
５
０
人
が
磁
気
探
査
技
士
と
し
て

認
定
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
25
年

度
か
ら
は
、
磁
気
探
査
機
器
（
両
コ
イ
ル
式

磁
気
傾
度
計
）
の
性
能
試
験
を
実
施
し
、
機

器
精
度
の
確
保
に
も
努
め
て
お
り
ま
す
。

　

近
年
、
こ
れ
ま
で
に
知
見
が
な
い
ま
ま
処

理
し
た
事
案
の
発
生
を
受
け
、
協
議
会
専
門

部
会
に
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
を
設
置
し
、『
不

発
弾
が
爆
発
し
た
際
の
周
辺
へ
の
影
響
』
に

つ
い
て
平
成
24
年
度
よ
り
検
討
し
て
き
た
と

こ
ろ
で
す
。
今
回
、
本
検
討
過
程
に
お
い

不
発
弾
等
の
処
理
時
に
お
け
る
避
難

距
離
の
見
直
し
に
つ
い
て

不発弾の
種類

防護壁の規格
(ﾗｲﾅｰﾌﾟﾚｰﾄ)

これまでの
避難距離

最大飛散距離
〈今後の避難距離〉

5インチ
砲弾

径3m×
高さ6m 106m 156m

径2m×
高さ6m － 88m

50㎏爆弾 径3m×
高さ6m 106m 166m

125㎏爆弾 径3m×
高さ6m 106m 249m

250㎏爆弾 径3m×
高さ6m 106m 283m

500㎏爆弾 径3m×
高さ6m 106m 394m

表＜これまでの避難距離と今後の避難距離＞

沖
縄
に
お
け
る
不
発
弾
対
策
の
取
組
み

終
わ
り
に
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自
賠
責
保
険・共
済
は
交
通
社
会
の

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト

自
賠
責
Ｐ
Ｒ
月
間

 2015 Muribushi September★October11

Ｑ

：

何
故
、
自
賠
責
保
検
・
共
済
（
以
下
、

自
賠
責
）
が
交
通
社
会
の
セ
ー
フ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
に
な
る
の
で
す
か
？

Ａ
:
も
し
、あ
な
た
が
車
で
事
故
を
起
こ
し
、

相
手
に
大
怪
我
さ
せ
て
し
ま
っ
た
ら
ど

う
な
る
で
し
ょ
う
か
。
あ
な
た
は
治

療
費
を
含
む
損
害
賠
償
金
を
相
手
に
支

払
わ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
額
は
数

千
万
円
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
あ

な
た
が
自
賠
責
に
加
入
し
て
い
れ
ば
、

相
手
は
自
賠
責
か
ら
補
償
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
、
あ
な
た
が
支
払
う
損
害
賠

償
金
額
は
そ
の
額
だ
け
減
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
自
賠
責
保
険
は
ク
ル
マ
と
バ
イ

ク
１
台
ご
と
に
加
入
が
義
務
付
け
ら
れ
た
対

人
賠
償
の
強
制
保
険
な
の
で
す
。

　

逆
に
、
あ
な
た
が
交
通
事
故
で
怪
我
を
し

た
場
合
、
相
手
の
経
済
力
に
関
わ
ら
ず
、
あ

る
程
度
の
対
人
補
償
は
自
賠
責
保
検
に
よ
っ

て
う
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

つ
ま
り
、
自
賠
責
保
検
制
度
は
事
故
の
被

害
者
の
み
な
ら
ず
、
加
害
者
も
交
通
事
故
の

不
幸
か
ら
救
済
す
る
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の

役
割
を
果
た
し
て
い
る
の
で
す
。

　

国
土
交
通
省
及
び
沖
縄
総
合
事
務
局
運
輸

部
で
は
、
９
月
１
日
か
ら
９
月
30
日
ま
で
の

１
ヶ
月
間
を
「
自
賠
責
制
度
Ｐ
Ｒ
月
間
」
と

定
め
、
以
下
の
活
動
を
行
い
ま
す
。

運輸部運輸部運輸部運輸部運輸部運輸部運輸部運輸部運輸部運輸部運輸部運輸部運輸部運輸部運輸部運輸部

自賠責制度ＰＲ月間について
自賠責保険・共済は交通社会の
セーフティネットです！

①
ポ
ス
タ
ー
・
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
に
よ
る
広
報

　

地
方
公
共
団
体
、
公
共
施
設
等
へ
の
ポ
ス

タ
ー
の
掲
示
依
頼
及
び
地
方
公
共
団
体
、
自

動
車
関
係
団
体
等
に
対
し
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を

配
布
し
ま
す
。

②
街
中
の
車
・
バ
イ
ク
へ
注
意
喚
起

　

大
型
デ
パ
ー
ト
等
の
商
業
施
設
、
団
地
、

駅
前
駐
輪
場
等
で
、
自
賠
責
の
有
効
期
限
切

れ
や
自
賠
責
保
険
・
共
済
標
章
の
な
い
原
付

や
軽
二
輪
車
に
注
意
喚
起
を
行
い
ま
す
。

③
関
係
業
界
等
と
連
携
し
た
街
頭
で
の
Ｐ
Ｒ

活
動

　
（
社
）
日
本
損
害
保
険
代
理
業
協
会
と
共

同
で
街
頭
に
お
け
る
自
賠
責
制
度
Ｐ
Ｒ
を
実

施
し
ま
す
。

自賠責の有効期限を確認！

★自賠責の加入はとっても簡単！

詳しくは「自賠責保険ポータルサイト」を検索

　ナンバープレートに貼られたステッカーで簡単に確認できます。
（例）平成２７年３月が自賠責の有効期限

　各保険会社・共済協同組合をはじめ、クルマやバイクの販売店や郵便局で加
入できます。
　250cc 以下のバイクなら、一部のコンビニやインターネットでも、簡単な
手続きで加入できます。
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四
方
を
海
に
囲
ま
れ
て
い
る
我
が
国
は
、
輸
出
入
貨
物
の
大
部
分
を
海
上
輸
送
に
頼
る
な
ど

様
々
な
形
で
海
と
深
く
関
わ
っ
て
発
展
し
て
き
ま
し
た
。「
海
の
日
」
は
、
こ
の
よ
う
な
海
の
恩

恵
に
感
謝
し
、
海
を
大
切
に
す
る
心
を
育
む
こ
と
を
目
的
に
平
成
８
年
に
制
定
さ
れ
、
今
年
は

20
回
目
の
節
目
の
年
と
な
り
ま
す
。
こ
の「
海
の
日
」の
意
義
を
広
く
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
、

７
月
を
「
海
の
月
間
」
と
し
、
全
国
各
地
に
お
い
て
多
彩
な
行
事
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
局
に
お
い
て
も
「
２
０
１
５
那
覇
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
レ
デ
ィ
ー
に
よ
る一日
船
長
」「
海
事

関
係
功
労
者
表
彰
式
」
及
び
「
中
学
生
海
の
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
沖
縄
地
区
入
選
作
品
及
び
帆

船
模
型
の
展
示
」
を
行
い
ま
し
た
。

『海の月間』について
～海への理解を深めていただくための
　取り組みを行いました～

　

７
月
13
日
、
那
覇
〜
渡
名
喜
〜
久
米
島
航

路
の
運
航
す
る
「
フ
ェ
リ
ー
琉
球
」
の
一
日

船
長
と
し
て
、
那
覇
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
レ

デ
ィ
ー
の
平
安
山　

麗
那
（
へ
ん
ざ
ん　

れ

い
な
）
さ
ん
を
任
命
し
、
船
内
の
点
検
・
巡

視
を
行
い
ま
し
た
。
平
安
山
さ
ん
は
、「
船
の

旅
は
私
達
に
夢
と
ロ
マ
ン
を
与
え
て
く
れ
ま

す
。
今
後
と
も
安
全
航
海
に
努
め
て
い
た
だ

き
、
明
日
を
担
う
シ
ー
マ
ン
と
し
て
頑
張
っ

て
下
さ
い
。」
と
、
船
員
や
関
係
者
に
向
け
て

激
励
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
り
ま
し
た
。

　

８
月
４
日
か
ら
11
日
に
か
け
て
、
当
局
１

階
行
政
情
報
プ
ラ
ザ
に
お
い
て
、「
中
学
生
海

の
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
」
沖
縄
地
区
の
入
選
作

品
（
32
作
品
）
及
び
帆
船
模
型
（
21
作
品
）

の
展
示
を
行
い
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、
ご
来
庁
者
を
は
じ
め
多
く
の

方
が
訪
れ
、「
海
」
を
テ
ー
マ
に
中
学
生
が
描

い
た
力
作
を
眺
め
た
り
、「
タ
イ
タ
ニ
ッ
ク
」

の
ほ
か
、
愛
好
家
の
皆
様
が
丹
精
込
め
て
作

り
上
げ
た
帆
船
模
型
を
見
て
感
心
す
る
光
景

が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

７
月
24
日
に
那
覇
市
内
の
ホ
テ
ル
で
開
催

し
、
港
湾
関
係
事
業
、
優
良
船
員
等
２
１
名

を
表
彰
し
ま
し
た
。
ま
た
、
同
式
典
に
お
い

て
「
中
学
生
海
の
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
」
沖
縄

地
区
の
受
賞
者
へ
の
表
彰
も
行
い
、
沖
縄
総

合
事
務
局
長
賞
（
金
賞
）
受
賞
の
藤
田　

サ

ス
ケ
（
ふ
じ
た　

さ
す
け
）
さ
ん
を
は
じ
め
、

10
名
の
中
学
生
を
表
彰
し
ま
し
た
。

運輸部運輸部運輸部運輸部運輸部運輸部運輸部運輸部運輸部運輸部運輸部運輸部

２
０
１
５
那
覇
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

レ
デ
ィ
ー
に
よ
る一日
船
長

中
学
生
海
の
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
沖
縄
地
区

入
選
作
品
及
び
帆
船
模
型
の
展
示

海
事
関
係
功
労
者
表
彰
式

船内の点検・
巡視風景

受賞者全員にて記念撮影

展示の様子
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中学生を対象とした
実習船での「体験学習」

　

四
面
を
海
に
囲
ま
れ
資
源
の
乏
し
い
日
本

で
は
、
海
事
産
業
は
、
国
民
生
活
に
と
っ
て

不
可
欠
な
産
業
で
極
め
て
重
要
な
役
割
を
果

た
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
現
在
、

内
航
船
員
の
著
し
い
高
齢
化
に
伴
い
後
継
者

が
不
足
し
、
安
定
的
な
海
上
輸
送
の
確
保
が

懸
念
さ
れ
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
沖
縄
若
年
内
航
船
員
確
保
推
進

協
議
会
で
は
、
去
る
７
月
28
日
に
沖
縄
水
産

高
校
に
て
中
学
生
を
対
象
と
し
た
船
員
志
望

に
資
す
る
「
体
験
学
習
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
那
覇
・
浦
添
・
南
部
地
区
の
中

学
生
34
名
・
教
師
７
名
・
保
護
者
11
名
が
参

加
し
ま
し
た
。
当
日
は
、
沖
縄
水
産
高
等
学

校
に
て
船
員
の
仕
事
に
つ
い
て
の
説
明
、
操

船
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
等
の
学
校
施
設
の
見

学
、
実
習
船
「
海
邦
丸
五
世
」
の
見
学
、
沖

縄
水
産
高
校
在
校
生
に
よ
る
学
校
の
紹
介
等

を
通
じ
て
船
員
の
仕
事
に
つ
い
て
学
び
、
具

体
的
に
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
船
員
に
な
る
こ

と
が
で
き
る
の
か
を
学
習
し
ま
し
た
。
最
後

の
意
見
交
換
で
は
活
発
な
質
疑
応
答
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、
学
習
以
前
に
沖

縄
水
産
高
校
へ
の
進
学
を
考
え
て
い
た
の
は

17
名
で
し
た
が
、
学
習
後
に
は
30
名
に
増
え

る
等
、
船
員
へ
の
興
味
が
深
ま
っ
た
こ
と
が

伺
え
ま
し
た
。　
　
　

　

当
協
議
会
で
は
、
今
回
の
中
学
生
対
象
の

「
体
験
学
習
」
に
続
き
、
今
後
も
水
産
系
高

校
在
校
生
対
象
の
「
就
業
体
験
」、
小
学
生

対
象
の
「
海
事
教
室
」
等
、
引
き
続
き
海
事

思
想
の
普
及
・
啓
発
活
動
を
含
め
、
若
年
船

員
の
人
材
確
保
・
育
成
に
関
す
る
取
組
み
を

推
進
し
ま
す
。

　沖縄若年内航船員推進確保協議会（事務局：沖縄総合事務局運輸部）は、中学
生の希望者を募り沖縄水産高等学校にて船員志望に資する「体験学習」等の取組
を行っております。

実習船「海邦丸五世」

操船シミュレーター

操舵機の試運転

クイズに答える参加者

取材を受ける参加者

質問に答える卒業生

機関の始動　

0
2
4
6
8

10
12
14
16
18

体験学習前 体験学習後

◎

○

△

×

体験学習の沖水への進学意欲への効果
事前アンケート
志望校について
　◎沖水（7）　○ほぼ沖水（10）　
　△未定（17）　×沖水以外高校（1）
事後アンケート
沖縄水産高校への進学について
　◎進学したい（16）　○考慮する（14）
　△わからない（3）　 ×進学しない（0）　
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温
故
知
新

特
別
に
許
さ
れ
た
お
墓

国道58号線から見える「特許のお墓」の屋外広告（筆者が撮影）

通常のお墓では、石材同士を石材用ボンドで直接接着して組み立てるため、耐久性が
弱く納骨部への水漏れがひどかった。
しかし、同社の開発した石組み工法（特許取得済）では石材同士の接合部分をＬ字にし、
特殊な部材を介在させて組み立てているため全く水漏れがない。
さらに石材同氏士の接合部を凹凸面によりかみ合わせ（凹凸工法）、ステンレスピンと
呼ばれる基礎部材を組み込んでいることから、地震などへの対策も万全だ。
（沖縄関ケ原石材提供）
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＊『なかゆくい』とは、沖縄の方言で「ひと休み」という意味です。

　
国
道
58
号
線
を
車
で
南
下
し
て
い
る
と
安
謝
交
差
点
あ
た
り
か
ら
様
々
な
屋
外

広
告
が
視
界
に
飛
び
込
ん
で
く
る
。
日
本
を
代
表
す
る
大
手
家
電
メ
ー
カ
ー
の
看

板
や
、
パ
チ
ン
コ
の
新
台
紹
介
の
電
光
掲
示
板
な
ど
で
あ
る
。
ほ
ど
な
く
、
天
久

の
交
差
点
を
越
え
る
と
、
次
の
屋
外
広
告
が
現
れ
た
。「
特
許
の
お
墓
」
…
。

　
な
ん
の
こ
っ
ち
ゃ
と
思
わ
れ
る
だ
ろ
う
こ
の
広
告
は
、
読
ん
で
字
の
ご
と
く
「
特

別
に
許
さ
れ
た
お
墓
」
で
あ
る
。
で
は
、
一体
何
が
許
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

先
祖
の
御
霊
と
特
別
に
触
れ
合
う
こ
と
が
許
さ
れ
て
い
る
お
墓
な
の
だ
ろ
う
か
、
そ

れ
と
も
、
県
内
に
お
い
て
唯一独
占
的
に
墓
を
販
売
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
て
い
る
の

だ
ろ
う
か
。

本
号
で
は
「
特
許
（
権
）」
に
つ
い
て
、そ
の
意
義
と
必
要
性
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　
広
告
主
の
正
体

　
太
平
洋
に
突
出
す
る
中
部
東
海
岸
の
勝
連

半
島
は
、
標
高
50
ｍ
以
下
の
石
灰
岩
で
で
き

た
台
地
で
、
こ
こ
で
採
掘
さ
れ
る
※
ト
ラ

バ
ー
チ
ン
と
呼
ば
れ
る
石
灰
岩
は
世
界
で
は

イ
タ
リ
ア
、
エ
ジ
プ
ト
、
ト
ル
コ
、
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
、
カ
リ
ブ
海
、
そ
し
て
琉
球
列
島
の

み
か
ら
し
か
採
掘
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
貴

重
な
鉱
物
の
ひ
と
つ
で
す
。「
特
許
の
お
墓
」

の
広
告
主
で
あ
る
「
沖
縄
関
ケ
原
石
材
」
は
、

そ
の
ト
ラ
バ
ー
チ
ン
を
採
掘
し
、
国
会
議
事

堂
や
北
京
大
使
館
公
邸
な
ど
、
日
本
各
地
に

建
築
資
材
を
供
給
す
る
ほ
か
、
花
こ
う
岩
を

用
い
た
墓
石
の
加
工
や
デ
ザ
イ
ン
な
ど
も
手

が
け
て
い
る
総
合
石
材
メ
ー
カ
ー
で
す
。
同

社
の
前
身
は
約
60
年
前
に
創
業
し
た
勝
連
ト

ラ
バ
ー
チ
ン
石
材
所
で
そ
の
後
に
岐
阜
県
の

「
関
ケ
原
石
材
」
か
ら
暖
簾
（
の
れ
ん
）
わ

け
し
て
も
ら
い
、
今
の
社
名
と
な
り
ま
し
た
。

　
で
は
、
同
社
が
掲
げ
て
い
る
「
特
許
の
お

墓
」
と
は
い
っ
た
い
何
で
し
ょ
う
か
。

　
特
許
（
権
）
と
は
発
明
を
独
占
的
に
実
施

で
き
る
権
利
、
言
い
換
え
る
と
独
占
権
で
す
。

特
許
権
を
得
る
こ
と
に
よ
っ
て
特
許
権
者
は

発
明
を
一
定
期
間
、
市
場
に
お
い
て
独
占
で

き
経
済
的
利
益
を
手
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
要
す
る
に
「
特
許
の
お
墓
」
と
は
、
沖

縄
関
ケ
原
石
材
が
開
発
し
た
製
品
で
特
許
権

が
付
与
さ
れ
て
い
る
お
墓
の
こ
と
を
指
す
の

で
す
。
お
墓
と
言
っ
て
も
、
完
成
し
た
お
墓

の
外
観
か
ら
は
、
お
墓
が
ど
の
よ
う
に
し
て

建
立
さ
れ
た
の
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
し
か
し

同
社
は
、
お
墓
の
見
え
な
い
部
分
ま
で
こ
だ

わ
り
、
開
発
し
た
独
自
の
工
法
で
「
地
震
に

強
い
」「
水
漏
れ
防
止
」
の
お
墓
の
開
発
を

実
現
し
て
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
な
ぜ
同
社
は
特
許
を
取
得
し

た
の
で
し
ょ
う
か
。
特
許
を
出
願
す
る
に
は

複
雑
な
書
類
を
作
成
し
、
決
し
て
安
く
は
な

い
費
用
も
か
か
る
の
で
す
が
…
。

　
開
発
力
強
化
の
た
め
の
特
許

　
独
自
の
工
法
で
「
地
震
に
強
い
」「
水
漏

れ
防
止
」
の
お
墓
を
開
発
し
た
の
だ
か
ら
そ

れ
で
い
い
で
は
な
い
か
。
手
間
や
費
用
が
か

か
る
特
許
を
ど
う
し
て
取
得
す
る
必
要
が
あ

る
の
か
。
特
許
の
専
門
家
は
次
の
よ
う
に
答

え
る
と
思
い
ま
す
。
技
術
を
模
倣
さ
れ
な
い

た
め
、
市
場
を
独
占
す
る
た
め
、
ラ
イ
セ
ン

ス
で
稼
ぐ
た
め
…
。

　
そ
こ
で
、現
実
に
目
を
移
し
て
み
る
と
、た

し
か
に
、自
社
製
品
に
関
連
す
る
特
許
権
を
取

得
し
て
、高
収
益
を
実
現
し
て
い
る
中
小
企
業

が
存
在
し
て
い
ま
す
。特
許
権
が
参
入
障
壁
と

し
て
働
い
て
い
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
ま
す
が
、

そ
う
し
た
企
業
が
競
合
に
積
極
的
に
権
利
行

使
し
て
い
る
か
と
い
う
と
、必
ず
し
も
そ
う
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。参
入
障
壁
と
し
て
機
能
す
る

他
に
、何
か
違
う
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
働
い
て
い
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
そ
う
し
た
疑
問
を
沖
縄
関
ケ
原
石
材
の
緑

間（
み
ど
り
ま
）社
長
に
ぶ
つ
け
て
み
ま
し
た
。

　
「
当
社
の
製
品
は
、
特
許
が
あ
る
か
ら
売



勝連半島にて 536,300㎡の鉱業権を有し、域内において勝連
トラバーチンの採掘を行っている。（沖縄関ケ原石材提供）

一期一会を大切にする緑間社長と恩知らずの筆者
（那覇市内の事務所内にて撮影）
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れ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
製
品
が
い
い
か
ら

売
れ
る
の
だ
」。「
だ
か
ら
、
な
に
よ
り
も
重

要
な
の
は
製
品
開
発
で
あ
る
」。

　
ま
さ
に
そ
の
と
お
り
で
す
。
顧
客
が
製
品

を
購
入
す
る
理
由
は
、
特
許
が
あ
る
か
ら
で

は
な
く
、
そ
の
製
品
が
欲
し
い
か
ら
で
す
。

し
か
し
、
こ
こ
で
一
つ
の
疑
問
が
湧
い
て
き

ま
す
。製
品
開
発
が
最
重
要
と
言
い
な
が
ら
、

な
ぜ
そ
の
企
業
は
特
許
取
得
に
も
力
を
入
れ

て
い
る
の
か
。
特
許
に
費
や
す
労
力
や
費
用

も
、製
品
開
発
に
回
す
べ
き
で
は
な
い
の
か
。

　
そ
の
疑
問
に
対
す
る
答
え
の
１
つ
は
、
特

許
取
得
の
プ
ロ
セ
ス
が
開
発
力
の
強
化
に
役

立
つ
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
ー
の

　
　
　
　
　
　
証
明
と
プ
ラ
イ
ド

　
特
許
を
取
得
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
出
願
前

に
先
行
技
術
の
調
査
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

調
査
を
通
じ
て
既
存
の
技
術
水
準
を
客
観
的

に
把
握
し
、
未
解
決
の
課
題
を
乗
り
越
え
な

け
れ
ば
特
許
を
取
得
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
特
許
取
得
を
目
標
に
製
品
開
発
に
取
り

組
め
ば
、
開
発
さ
れ
た
製
品
は
、
こ
れ
ま
で

の
悩
み
を
解
決
す
る
新
た
な
機
能
を
備
え
た

製
品
と
な
る
は
ず
で
す
。
緑
間
社
長
の
言
葉

を
借
り
れ
ば
「
当
社
が
世
に
出
す
製
品
は
常

に
新
し
い
」
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
分
野

を
リ
ー
ド
し
て
、
新
た
な
ト
レ
ン
ド
を
作
り

出
す
存
在
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
、
こ
う
し

た
企
業
が
競
争
優
位
と
な
る
最
大
の
要
因
で

あ
り
、
特
許
取
得
の
プ
ロ
セ
ス
が
そ
の
支
え

に
な
っ
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

　
さ
ら
に
も
う
１
つ
の
答
え
を
沖
縄
関
ケ
原

石
材
は
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
特
許
の
存
在

が
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
ー
の
証
明
と
な
り
、
そ

の
企
業
で
働
く
人
々
の
プ
ラ
イ
ド
を
支
え
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
特
許
を
取
得
し
た
事
実
は
、自
社
の
技
術
が

世
界
初
で
あ
る
こ
と
の
客
観
的
な
証
明
に
な

り
ま
す
。そ
れ
は
開
発
担
当
者
の
み
な
ら
ず
、

営
業
担
当
者
に
と
っ
て
も
、
自
分
が
扱
っ
て

い
る
製
品
は
他
に
な
い
最
先
端
の
も
の
と
い

う
自
信
に
つ
な
が
り
ま
す
。営
業
の
自
社
製
品

に
対
す
る
自
信
や
思
い
入
れ
が
、顧
客
の
心
を

動
か
し
、売
上
に
結
び
つ
く
。特
許
の
存
在
が

販
売
力
の
強
化
に
つ
な
が
る
の
で
す
。

　
開
発
、
営
業
に
と
ど
ま
ら
ず
、
他
に
は
で

き
な
い
仕
事
を
や
っ
て
い
る
と
い
う
意
識

は
、
社
員
の
力
を
引
き
出
す
原
動
力
に
な
り

ま
す
。
一
人
ひ
と
り
が
プ
ラ
イ
ド
を
も
っ
て

生
き
生
き
と
働
い
て
い
れ
ば
、
魅
力
の
あ
る

企
業
と
し
て
多
く
の
協
力
者
を
惹
き
寄
せ
、

社
外
の
力
を
活
か
し
て
い
く
こ
と
に
も
つ
な

が
る
で
し
ょ
う
。

　
他
社
を
攻
撃
し
て
、
自
社
の
技
術
を
守
る

こ
と
だ
け
が
特
許
の
活
か
し
方
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
法
の
力
の
み
に
頼
ら
ず
、
人
の
力
に

よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
企
業
こ
そ
が
、
本

当
に
強
い
中
小
企
業
で
す
。
人
の
力
を
引
き

出
し
、
開
発
力
や
販
売
力
と
い
う
企
業
の
基

礎
体
力
強
化
に
も
役
立
つ
の
が
、
特
許
の
も

う
一
つ
の
は
た
ら
き
で
す
。

　
優
れ
た
技
術
、
固
有
の
技
術
を
持
つ
中
小

企
業
は
県
内
に
多
く
存
在
し
て
い
ま
す
。
特

許
の
力
で
こ
う
し
た
中
小
企
業
の
底
力
を
引

き
出
す
こ
と
が
、我
々
行
政
の
使
命
で
あ
り
、

そ
れ
が
地
方
創
生
と
い
う
国
家
的
な
課
題
へ

の
貢
献
に
も
つ
な
が
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

（
地
域
経
済
課 

特
許
室 

大
河　
卓
郎
）

※
大
理
石
の
一
種
で
湧
泉(

ゆ
う
せ
ん)

や
地
下
水
の

炭
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
が
沈
殿
し
て
で
き
る
。
建
築
や

家
具
用
材
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。



第１回西普天間住宅地区における国際医療拠点の形成に関する協議会第１回西普天間住宅地区における国際医療拠点の形成に関する協議会第１回西普天間住宅地区における国際医療拠点の形成に関する協議会

第５４次沖縄豆記者団等による表敬訪問・取材活動第５４次沖縄豆記者団等による表敬訪問・取材活動第５４次沖縄豆記者団等による表敬訪問・取材活動

子ども霞が関見学デー子ども霞が関見学デー子ども霞が関見学デー

　７月２７日、内閣府主催により第１回西普天間住宅地区における国
際医療拠点の形成に関する協議会が開催され、内閣府からは松本
政務官が出席し、開会の挨拶を行いました。
　協議会には内閣府をはじめ関係省庁や沖縄県、宜野湾市、琉球
大学などの関係機関の幹部が出席し、西普天間住宅地区跡地にお
ける国際医療拠点構想の具体的なあり方などについて意見交換を行
いました。

　７月２９日、３０日の２日間にわたり内閣府をは
じめ、各府省庁で毎年恒例の「子ども霞が
関見学デー」が開催されました。
　沖縄担当部局では「サンゴでネックレスを
作ってみよう！」、「「三線」を体験しよう！」、「美
ら海をのぞいてみよう！」などのブースを用意
し、子どもたちに沖縄の自然や文化を紹介し
ました。
　また当日は山口沖縄担当大臣、松本政務
官も視察に訪れ、 「「三線」を体験しよう！」
のコーナーなどを見学されました。

　８月３日、第５４次沖縄豆記者団等（小・中学生からなる記者団）６５名が、安倍
総理大臣及び山口沖縄担当大臣を表敬訪問しました。またその後内閣府沖縄担当
部局へ取材活動を行いました。
　表敬訪問では、山口大臣より豆記者の紹介が行われ、安倍総理大臣からは、「豆
記者となった今回のこの機会を是非活かしてもらいたいと思います」と豆記者団へ励
ましの言葉が述べられました。沖縄豆記者団からは琉球舞踊が披露されました。
　沖縄部局への取材では、沖縄の自然や観光、離島に関する課題について、多く
の質問が出され、活発な取材活動が行われました。

首相官邸での記念撮影内閣府沖縄部局への取材活動

琉球舞踊の披露

協議会で挨拶をする松本政務官

「「三線」を体験しよう！」を視察する山口大臣

「サンゴでネックレスを作ってみよう！」を体験
する子どもたち
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財務部

「新県立八重山病院建設予定地」に
係る国有地の売買契約調印式

国有財産行政を通じた地域連携の取組

金融行政に係る関係機関との連携
～違法な金融業者による被害０（ゼロ）を目指して！！～

　６月２５日、旧石垣空港跡地内の国有地を「新県立八重山病院建
設予定地」として沖縄県病院事業局に売買するため、八重山財務出
張所長と沖縄県八重山病院長が売買契約書に調印しました。
　沖縄県病院事業局が取得した国有地の面積は、約３万㎡であり、
時価（６億7,300万円）による売買となりました。
　現県立八重山病院は、昭和５５年の完成から３５年を経過している
ため施設の老朽化が顕著となっており、急速な疾病構造の変化や
高齢化などに伴う医療ニーズへの対応を求められていることや、
地元三市町村（石垣市、竹富町、与那国町）及び保健・医療関係団体
などから新病院の早期新築・移転の要請が寄せられていたことを
背景として、新県立八重山病院整備事業（２５～２９年度）に基づき
移転・新築が決定されたことから、売買契約の調印に至りました。

　６月26日、八重山財務出張所長と石垣市長は、石垣住宅10号棟、

11号棟及び12号棟について、「津波時における一時避難施設とし

ての使用に関する協定書」を締結し、石垣市より「津波避難ビル」

としての指定を受けました。

　「津波避難ビル」とは、津波浸水予想地域内において地域住民等

が津波から一時または緊急に避難・退避する施設をいいます。石

垣市では、明和の大津波（1771年）で甚大な被害を受けた教訓や

海抜の低い地域に人口が集中している現状から津波発生時におけ

る地域住民の避難対策が喫緊の課題となっており、津波避難ビル

の指定拡充に取り組んでいます。

　今般、石垣市から津波発生時に地域住民等が迅速な避難行動を

とれるよう、指定要件に合致する「石垣住宅」を一時避難場所と

して利用したい旨の要請を受け、当出張所としても国有財産を有

効活用して地域防災に貢献すべきとの考えのもと、協定を結びま

した。沖縄県内の国家公務員宿舎（合同宿舎）においては、石垣

住宅が初めての指定となります。

　５月26日、沖縄総合事務局において、「貸
金業監督者会議」、「貸金業関係幹事会」及
び「無登録ファンド等連絡会」の３つの会
議を開催しました。
　これらの会議は、貸金業を利用する資金
需要者等の利益の保護や投資者保護の観点
から、貸金業者及び無登録ファンド業者に
係る関係機関と緊密な連携を図ることを目
的としており、沖縄県、沖縄県警察本部及
び沖縄県消費生活センターで構成されてい
ます。
　今回の会議においては、最近のヤミ金融
の動向や事例、無登録ファンド業者に対す
る規制などについて情報共有を図るととも

係機関と連携を密にしながら、貸金業を利
用する資金需要者等の利益の保護や投資者
保護に努めてまいります。

に、今後の対応について意見交換を行いま
した。
　財務部では、今後も、金融行政に係る関

新県立八重山病院の完成イメージ

会議の様子

石垣住宅11号棟外観
協定書に調印した石垣市長（左）と、
八重山財務出張所長（右）

「津波時における一時避難施設としての
使用に関する協定書」に係る調印式

財務部では、財政、金融、経済調査、国有財産で地域社会と連携してまいります。
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農林水産部

沖縄パインのパネル展
～沖縄パイン産業の歴史と生産から加工まで～

小中学生向け夏休み野外学習会
～世界に誇れる「地下ダム」の見学～

食育講演会
～食育に活かそう、地域の食文化と農業体験～

　土地改良総合事務所では、７月３０日と３１
日の２日間、沖縄本島南部土地改良区の協
力のもと、米須地下ダム及び慶座（ぎいざ）
地下ダムにおいて、夏休み野外学習会を開
催しました。本学習会には、八重瀬町・糸
満市の小中学生とその家族で合計８１名の参
加があり、地下ダム開発の歴史や仕組み等
についてのクイズに挑戦しました。また、
参加者は、地下ダムの水を農地へ配水する
ために高台に設置された仲座ファームポン
ドに実際に上がり、施設の必要性について
学んだほか、地下ダムから汲み上げられた

　６月の食育月間における取組として６月３０
日に、県民の栄養バランスのよい食生活の
実践や、農業体験のきっかけづくりとなるよう
「食育に活かそう、地域の食文化と農業体験」
をテーマとする食育講演会を開催しました。
　第１部では、「地域の食材を活かした日本
型食生活のすすめ」と題して、沖縄県栄養士
会　管理栄養士の田場美智子氏から講演い
ただき、県民の野菜摂取量の少なさや、油
脂分摂取割合の多さについて指摘がありまし
た。そこでご飯を中心に油脂分控えめで野菜
を多く摂取するための、家庭で実践しやすい

　６月２３日から４日間、「沖縄のパイン産業
の歴史と生産から加工まで」をテーマにパネ
ル展を那覇第２地方合同庁舎にて開催しま
した。
　当パネル展では、戦前や戦後のパインアッ
プル栽培の様子や、生育ステージ及び栽培に
適した土壌といったパインアップルの生態
について紹介するパネルの展示に加え、数品
種のパインアップルの実物（鉢植え）やパイ
ンアップルを原材料とした缶詰製品の展示、
缶詰製品の製造工程に関するDVD上映も行
いました。　

水の様子も見学しました。
　地下ダムの水に直接触れた小学生は「と
ても冷たい！」と歓声を上げ、また、地元
の直売所をよく利用するという母親から

は、「地下ダムのおかげで、おいしい新鮮
な野菜や果物が食べられることに感謝した
い」との意見が寄せられました。

献立やレシピを紹介いただき、来場者からは、
「レジュメにレシピが載っているので、家庭で
も食について学べる点が良い」などの意見が
ありました。
　第２部では、「五感で学ぶ食育～今帰仁の
里あいあいファームの取り組み～」と題して、
（株）アメニティ　企画室長の諸見里美幸氏
から、ファームや体験学習の映像を紹介しな
がら五感を使った体験型の食育について講演
いただき、来場者からは、「子供と一緒に教
育ファームを体験してみたい」などの意見が
ありました。

　講演会には、一般の方を始め、市町村職員、
教育委員会担当者など約 100名の参加があ
りました。

　また、沖縄の主力品種である「N67-10」や、
桃のような香りの「ソフトタッチ」、贈答用
として人気の高い「ゴールドバレル」の３
つの生果の食べ比べを行ったところ、来場
者の評価は、１種類に偏ることなく、平均
的に好みが分かれる結果となりました。
　さらに、生果以外のパインアップルの魅力
を紹介するため、パインアップルを使った
「パインのタコライス風」や「チキパイン飯」
などの加工製品の試食会を行いました。
　当パネル展をきっかけに、沖縄の重要な
果物であるパインアップルについて多くの

方々に興味を持ってもらうとともに、今後
一層消費者の手に取ってもらえることを期
待しています。

パネル・映像でパインについて学ぶ来場者

食育講演会の様子

パイン君 鳳梨ちゃん

米須地下ダムで地下水に触れる子供達仲座ファームポンド管理用扉から中の様子
を覗き込む参加者

農林水産部

農林水産部
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経済産業部

沖縄PPP/ PFIセミナー

新たな機能性表示制度に係る説明会

沖縄産業立地・地域活性化推進協議会の総会

　今年４月、新しく「機能性表示食品」
制度が始まりました。
　６月18日、内閣府沖縄総合事務局
では、本制度の適切な利活用を目的
に、消費者庁の担当者を招いて制度説
明会を開催しました。
　機能性を表示することができる食品
は、これまで国が個別に許可した特定
保健用食品（トクホ）と国の規格基準に
適合した栄養機能食品に限られていま
した。本制度は、機能性を分かりやす
く表示した商品の選択肢を増やし、消
費者がそのような商品の正しい情報を

　内閣府沖縄総合事務局では、沖縄県、
市町村、支援機関等で構成する「沖縄産
業立地・地域活性化推進協議会」の事務
局を担当しています。当協議会では、県内
に企業を誘致するためのセミナーや研修
会、地域活性化に向けた調査研究などを
行っています。
　去る７月３日、那覇市にて当協議会の
平成２７年度総会を開催しました。
　総会では、宜野座村、琉球銀行、沖縄
銀行、沖縄海邦銀行の４機関を新しく会
員に加えることについて、了承が得られま
した。これにより、当協議会の会員は、沖

　公共サービスのコスト低減や質的向
上・多様化を図る上で、民間の各種のノ
ウハウや資金などを活用して官民連携
で事業を推進する「PFI/PPP」等の導入
が注目されております。
　５月19日、沖縄銀行、琉球銀行、日本
政策投資銀行及び内閣府では、自治体
におけるPFI/PPPの導入による地域振
興の取り組みを推進することを目的に、
沖縄PPP/PFIセミナーを開催しました。
　同セミナーでは、「PPP/PFIの今後の
展望について」と題して、内閣府PFI推

得て選択できるようにした制度です。
　この制度を利用するためには、事業
者が国の定めるルールに基づき、食品
の安全性と機能性に関する科学的根
拠などの必要な事項を、販売前に消費
者庁長官に届け出る必要があります。
　本説明会では、制度ができた背景、制
度の特徴、利用するために必要な手続
き等について、説明がありました。当日
は、事業者、支援機関など約130名が参
加し、活発な意見交換も行われ、本制度
の関心の高さがうかがえました。

縄県、１６市町村、３金融機関、ジェトロ沖
縄等、２５機関となりました（末尾参照）。
　さらに、総会では、金融機関を会員に加
えたことにより、金融機関と行政との連
携による企業誘致や地域活性化に向け
た取組、地方創生の動きを踏まえた地域
活性化に向けた取組を盛り込んだ年間
活動計画についても、了承が得られまし
た。
　総会を終え、当協議会では、自治体の
コーディネート機能の発揮、広域的な視
点、官民一体の３つをポイントに、各種取
組を本格的に実施して参ります。

進室榊原佳広参事官補佐から、「公共施
設老朽化問題と公有資産マネジメント・
PPP/PFIと題して、日本政策投資銀行
PPP/PFI推進センター足立慎一郎課長
から、「公営住宅等のPPP/PFIに取り組
むことで、何が見えてくるか」と題して、
国土交通省住宅局住宅総合整備課松
野秀生企画専門官から、ご講演をいた
だきました。
　セミナーには、市町村及び民間企業
の方々100名程度が参加し、PFI/PPP
に対する関心の高さがうかがえました。

総会の様子

セミナーの様子

説明会の様子

経済産業部

経済産業部

機能性表示食品とは？
●「おなかの調子を整えます」「脂肪の吸収をお
だやかにします」など、特定の保健の目的が期待
できる（健康の維持及び増進に役立つ）という食
品の機能性を表示することができる食品です。
●安全性の確保を前提とし、科学的根拠に基づ
いた機能性が、事業者の責任において表示され
るものです。
●消費者の皆さんが誤認することなく商品を選択
することができるよう、適正な表示などによる情
報提供が行われます。

協議会会員一覧
沖縄県、那覇市、宜野湾市、浦添市、名護市、糸満
市、沖縄市、豊見城市、うるま市、南城市、宜野座
村、金武町、読谷村、中城村、西原町、南風原町、八
重瀬町、琉球銀行、沖縄銀行、沖縄海邦銀行、沖縄
電力、沖縄県商工会議所連合会、ジェトロ沖縄、中
小機構沖縄、沖縄総合事務局

● PFI（Private Finance Initiative）：
　公共施設等の建設、維持管理、運営等を民間の資
金、経営能力及び技術的能力を活用して行う手法。
● PPP（Public Private Partnership）：
　PFI の概念を更に拡大し、公共サービスに市場
メカニズムを導入することを旨に、サービスの属
性に応じて民間委託、PFI、独法化、民営化等の
方策を通じて公共サービスの効率化を図ること。
　PFIは PPPの手段の一つ
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平成２６年度開発建設部所管優良業者等表彰式

国道３３１号　中山改良全線開通
１．中山改良について
　中山改良は、国道３３１号南城市玉城字中山
地区の防災対策及び線形改良を行い、交通安
全の確保や地域の観光支援などを目的として
います。
　平成２年度に事業化し、平成６年度から用地
買収、平成１２年度より工事に着手し、平成２２
年度には南城市玉城字志堅原から中山区間の
９００ｍが部分開通していました。
　７月１４日午後４時に中山地内の９００ｍが開
通し全区間が完成開通しました。

　７月１５日、「平成２６年度開発建設部所管
優良業者等表彰式」を開催しました。本表
彰は平成２６年度に完成した工事２１３件、業
務２６７件の中から、優良施工工事６件、安
全施工工事２件、優良業務５件、優秀工事
技術者４名、優秀業務技術者３名を表彰い
たしました。今後とも発注者と受注者の連
携・協調により、質の高い社会基盤整備の
構築を推進してまいります。
【優良施工工事】
・先嶋建設株式会社
・南洋土建株式会社
・國幸興發株式会社
・あおみ建設・大本組・南海建設特定建設
工事共同企業体
・五洋建設（株）・（株）富士ピーエス特定
建設工事共同企業体
・丸尾建設株式会社　
【安全施工工事】
・金秀建設株式会社
・三井住友建設株式会社九州支店
【優良業務】

２．開通による効果について
○これまでは、落石や冠水等による通行規制
が多発していましたが、全線開通により、災害
等による「通行止め」が解消されて安心して通
行できる区間が確保されます。
○幅員狭小・屈曲部など線形不良による大型車
のすれ違いが困難であった問題が解消されます。
○南部地域には、世界遺産「斎場御嶽」や「あ
ざまサンサンビーチ」「おきなわワールド文化
王国・玉泉洞」などの観光資源が集積してお
り、全線開通により観光周遊の利便性が向上
し、地域経済の好循環に貢献することが期待
されます。

３．完成式について
　全線完成開通に先立って、完成式が午後１
時３０分から開催されました。
　式では、古謝南城市長、嶺井県議会議員の
挨拶、上原南部国道事務所長の工事経過報告
のほか、安全を祈願しての三線演奏、通り初
め、地域住民を対象に、トンネル内など開通前
道路の見学会やパネル展示などを行うととも
に、開通を記念して、中山改良事業の概要な
どをまとめたQRコードで動画も楽しめるイン
フラカードを配布しました。

　一般車両の通行については、式後、沖縄県
警など関係機関の協力のもと、午後４時から無
事通行を開始しました。
　なお、中山改良区間からは、奥武島など南
部の東海岸が一望できます。南部の周遊観
光、地域の発展に役立つことを祈念して、報告
と致します。

・株式会社ホープ設計
・大日本コンサルタント株式会社
・株式会社アークスタッフ
・株式会社長大沖縄支店
・株式会社エコー
【優秀工事技術者】
・株式会社大本組　松本竜哉
・川田建設・錢高組特定建設工事共同企業
体　森脇　健次
・株式会社國場組　嘉数　和彦

・あおみ建設・座波建設特定建設工事共同
企業体　金田　裕治

【優秀業務技術者】
・株式会社長大沖縄支店　石原　智司
・日本工営株式会社沖縄事務所　齋藤正義
・株式会社イーエーシー　木村　英彰
　詳細及び開発建設部長、各事務所長表彰
については以下のＨＰをご覧ください。
http://www.dc.ogb.go.jp/kaiken/
koji/007773.html
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（開通前のトンネル内で中山改良事業等のストック
効果のパネルを展示）

（トンネル内見学）
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名　前：石　原　一　彦（いしはら　かずひこ）
出身地：東京都
略　歴：昭和５６年大蔵省入省　　内閣府沖縄振興局長を経て現職
趣　味：街歩き、日本映画、音楽
抱　負：振興局長としての２年間、多くの沖縄の方々と知り合うことが出来ました。引き

続き皆様方と力を合わせて沖縄の発展に寄与して参りたいと存じます。

名　前：藤　本　一　郎（ふじもと　いちろう） 
出身地：愛媛県
略　歴：昭和５６年経済企画庁入庁　　内閣府大臣官房総括審議官を経て現職
趣　味：旅行
抱　負：成長するアジアの中での新たな発展という視点を大切にしながら、引き続き、皆

さんと一緒に考え、沖縄の振興に尽力したいと思っております。

名　前：久保田　　　治（くぼた　おさむ）
出身地：静岡県
略　歴：昭和５９年総理府入府　　内閣府大臣官房審議官（大臣官房及び男女共同参画局
　　　　担当）を経て現職
趣　味：テニス、シュノーケリング、写真撮影
抱　負：沖縄県民に親しまれる総合事務局を目指したい。個人的には、沖縄の美しい風景
　　　　やお祭りなどを撮影したい。

名　前：仲　程　倫　由（なかほど　のりよし）
出身地：沖縄県
略　歴：昭和５８年総理府入府　　内閣府沖縄総合事務局総務部長を経て現職
趣　味：ゴルフ、散歩
抱　負：元気な沖縄を更に元気にするため皆さんと一緒に頑張っていきたい。活動範囲を

広げディープな沖縄を発見していきたい。職員が元気に働ける環境作りにも引き
続き努めていきたい。

名　前：柳　橋　則　夫（やぎはし　のりお）
出身地：埼玉県
略　歴：昭和５７年建設省入省　　内閣府政策統括官（防災担当）付参事官（地方・訓練担当）

を経て現職
趣　味：洋ラン栽培
抱　負：３０年ぶりの沖縄勤務です。この間の道路、港湾、観光、環境、防災等の国土交

通行政の経験を活用し、沖縄の振興、発展に向け、全力で取り組んでいきたい。
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名　前：古　谷　雅　彦（ふるや　まさひこ）
出身地：東京都
略　歴：昭和６１年　大蔵省入省　　財務省理財局総務課長を経て現職
趣　味： 小説、演劇
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沖縄総合事務局 広報誌【群星】に対する「皆様の声」をお待ちしています。
h t t p : / / w ww . o g b . g o . j p /

社内検査が終わってないか
ら、まだ代金は払えないよ。

発注した代金から５%
引いといたからね。 在庫がいっぱいになった

から返品するよ。

うちも決算苦しいから、
○○円協力してくれな
いかな。

今日が支払日なのに… おたくの決算はうちと
関係ないのに…

えっ ?約束の金額と
違いますよ～

返品されても他に使い道
がありませんよ～

代金を支払ってもらえなかった！

値引きされた！　

※同じ悩みを持つ方々，３社以上でお申し込み下さい。

協賛金を払わされた！

返品された！

下請いじめ
で困っていませんか？
移動相談会の御案内

中小企業者の皆様の地域・職場にお伺いして下請法や優越的
地位の濫用についての疑問や相談にお答えします！

相談窓口
那覇市おもろまち２－１－１　那覇第2地方合同庁舎2号館6階
沖縄総合事務局　公正取引室
電話：０９８－８６６－００４９
※電話や面談での相談にも対応します。
　秘密は守らせていただきますので，安心して御相談ください。


